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1. 序章
1. 1. はじめに
日本国内には、 200万人を超す外国人が居住しており l、特に、大きな工場を抱える
地方都市では 1990年の入管法改正以降急速に増加した日系人（詳細ほ 1.3.を参照）が
現在も多く居住している。このような外国人の多く居住する地方自治体（以下「集住
地域」）では、 「外国人集住都市会議」 2のような組織を設立してそれぞれ彼らに対す
る取り組みを行なっている（詳細は 1.4.を参照）
しかし、当然ながら集住地域の各都市によって外国人住民の置かれている環境は異
なる。街中で見られる看板は彼らの母語でどれほど書かれているのか、役所には外国
人相談窓口があるのか、市町村から配布される資料は彼らの母語で書かれたものがあ
るのか。そして、そのような環境に置かれる外国人住民は、どのようなことばを話すの
か。
本稿では、 「自治体や町中などの外から日々受ける言語環境によって、外国人住民
の言語使用が変化する」という仮説のもと、集住地域である群馬県大泉町と三重県伊
賀市において調査・分析し、外国人住民の日本語習得や日本語教育の一助となること
を目的とする。尚、 「言語環境」とは、本稿では「集住地域の外国人に対して日常的
に発信される、中間言語も含めた文字言語や音声言語に関する状況J.を指す。
本稿では、 「言語環境」として、以下の観点から取り上げる。
イ、言語景観（2章・ 3章）
ロ、多言語サービス（4章）
ハ、観光（5章）
「言語景観」とは、 町中で見られる看板やポス ターなどの文字言語のことである。
このようなものは、住民が普段歩いていて無意識に容易に目に入るものであり、言語
環境としての大きな要因となる。 「多言語サービス」は、外国語対応の相談窓 口や、
外国語に翻訳した配布物など、外国人住民の母語などの・言語による情報提供のことで
ある。これらは言語景観と異なり無意識に目に入るものではないが、これも外国人住
民を取り巻く言語環境の一つの要素である。また、 「観光」については、 一見外国人
住民の言語環境とは関係なさそうだが、自治体が推し進める観光戦略は、言語景観な
l 法務省ホームページ（http://www.moj.go.jp／）より
2外国人集住都市会議ホームページ（http://www.shujutosh i・jp/index.html）によると、外国人の中でも
特に「南米日系人を中心とする外国人住民が多く居住する都市」が加盟都市となっている。
どに関わってくるものであり、その意味では外国人の言語環境を形成する要因として
十分に考えられる。
また、 「言語使用」については、以下の点から調査する。
ニ、リンガフランカ（6章・ 7章）
「リンガフランカ」とは、 「母語を異にする者同士が用いる共通言語」のことであ
る。大泉町・伊賀市共にポルトガル語を母語とするブラジル人が外国人人口の多くを
占めているが、その他にも母語の異なる外国人住民が多数居住している。彼らが意思
疎通を図る際に、どのような言語用いるのか、大泉町と伊賀市で違うのかなどを探る。
以上の観点から、 両都市の言語環境と言語使用を考察し、その関連について明らか
にしていく。
1. 2. 日系ブラジル人
そもそも本稿で取り上げる日系人とは何か。何故日系人が多く居住する地域がある
のか。本節より 3つの節を使って簡単に説明したいと思う。
海外には日本から移住した日本人移民とその子孫（以下「日系人」）が生活してお
り、その多くがブラジルの位置する中南米で暮らしている（図 1.）。
「日系人」の定義については、海外へ渡った日本国籍保有者を含むのか、非日系人
との混血を含むのかといったことが時代の変遷とともに変化し、議論されている 3が、
本稿では上述の通り「日本から移住した日本人移民とその子孫」とし、海外へ渡った
日本国籍保有者も、非日系人との混血も日系人に含むものとする。
以下、在サンパウロ日本国総領事館ホームページ（http://www.sp.br.emb-japan.go.jp/ 
jp/comunidade/history _j p.htm）を参考に、日系ブラジル人について概説する。
??
? 、
?
?
?
?
? 、
?
??、??????? ??， ．、???? ?、?， ， ?? 、?
2 
?
、?
???
?
??、 、
?，
?
33.成治入 、L
S笛f孝三
,-1_,)'V 
＼立字、
℃） 
海外日系人数〈平成25年現在推定300万人以上）
図1.海外の日系人の分布図
（海外日系人協会 http://www.jadesas. or .jp/aboutni kkei/i ndex. htm Iより、但し筆者による
「在日日系人」の人数の修正あり）
最初の日系ブラジル移民は、 1908年に笠戸丸でブラジルへ移住した人々で、初期は
サンパウロ州などに入植しコーヒー農園に雇われた者が多かったが、次第に独立して
移住地を創設するようになった。1934年にブラジル政府が外国人移民を制限するまで
の問、日系人はアマゾンなど各地に移住し、戦前（1941年まで）の移住者は合計約 19
万人とされている。
戦後は 1952年に移住が再開されたが、日本の高度経済成長などで海外移住は減少し、
移民船による移住は 1973年に終了した4。戦後の移民事業を担っていた独立行政法人
4 中牧（2004)p.29 
3 
国際協力機構（JICA）が 1993年に打ち切るまでに、合計 53657人がブラジルへ渡つ
7こ。
1. 3. 在日日系ブラジル人
1980年代頃からは、日本の好景気による労働者不足、中南米諸国の経済低迷などに
より、ブラジルをはじめ、アルゼンチン、ベルー、ボリビアといった中南米諸国の日
系人が日本へ移住することが増えるようになった。1990年には「出入国管理及び難民
認定法」 （入管法）の改正法が施行されたことにより、日系二世は「日本人の配偶者
等」、日系三世は「定住者」の在留資格が与えられ、制限なく就労が可能となった 50
それに伴い、それまで査証相互免除協定のあったイラン人やパキスタン人に代わり、
多くの 日系人がいわゆる「デカセギ」として日本へやって来た。主な移住先は、 「企
業城下町」といわれるような工場の多く存在する地方都市である。彼らにとって、あ
くまでも「デカセギ」であり、数年で故郷へ帰る予定の者が多かったようである 6が、
日本で家庭を持った、子供が産まれたといった出来事が起こるに従い、次第に日本で
の定住を望む者が増えていった。2008年はブラジル移民 100周年の節目で（小嶋
(2008））、その時点では国内に約 30万人のブラジル人（非日系も含む）が居住してい
た7が、 2008年のりーマンショックなどによる日本の不況、 2014年のワールドカップ
や 2016年のオリンピックの開催を前にしたブラジルの好景気などを背景に、2014年 6
月現在では 18万人弱にまで落ち込んだ8。この事実はブラジルの邦字新聞である『ニ
ッケイ新聞』のニュースとしても取り上げられた90 しかしその数は日本に居住する中
国人、韓国・朝鮮人に次ぐもので現在も大きなコミュニティであることには変わりな
し、。
1. 4. 外国人集住都市会議
愛知県や静岡県などの多くの南米日系人が居住するなどの都市では、習慣の違いや、
彼らに対する日本人住民の不安感などから、しばしば車L牒（都築 1999、都築 2003、小
内 2007など）があった。そこで、 200l年に「日本人住民と外国人住民との地域共生
を強く願うとともに、地域で顕在化しつつある様々な課題の解決に積極的に取り組む
5古屋（2004)p.34 
6 大泉町でのブラジル人への聞き取り調査より
7政府統計の総合窓口（http:/www.e-stat.go.jp/SGl /estat/List. doつlid=00000ll l l 138）の「国籍（出
身地）別在留資格（在留目的）別外国人登録者」より
8政府統計の総合窓口（http://www.e-stat.go.jp/SGl /estat/List. doつlid=OOOOOl127507）の「国籍・地
域別 在留資格（在留目的）別 在留外国人」より
9ニッケイ新聞ホームページ（http:/www. nikkeysh im bun.jp/2013/13113 0・71colonia.html) 
4 
こと」 （「［浜松宣言］及び［提言］ 」より）を目 的と して、 13都市で発足したのが
「外国人集住都市会議Jである。2014年現在、加盟都市は 26都市に上る。
1. 5. 二つの言語コミュニティ
本稿では、そのような外国人集住都市会議の加盟都市のなかから、 2つの都市を中
心に取り上げたい。大泉町は東京から鉄道で約 2時間であり、大阪や名古屋から約 1
時間半と大都市圏からの距離が類似している。しかし、外国人集住都市会議加盟都市
26都市の分布を見ると、その 8割近くの 20都市が伊賀市のある東海地方に密集して
位置している一方、大泉町の位置する関東地方には同じ群馬県内に 3都市ある のみで
ある IO。ブラジル人人口にしても、東海地方では 98263人が居住しているが、関東地
方では 36,914人llである。このように大泉町と伊賀市は、近隣に似たようなブラジル
人集住地域がどれだけ分布しているかという状況が異なっている。
1. 5. 1. 大泉町
図2.大泉町の位置
大泉町は、群馬県東部、 埼玉県との県境に
位置する都市である。面積は県内最小だが、
人口は町としては県内最多の約 40,000人を
擁している。その内約 6,000人、国籍にして
46ヶ国12の外国人がおり、 約 4,000人のブラ
ジル人を中心に、ベノレ一人・中国人・ フィリ
ピン人 ・ボリビア人などが居住 している。外
国人比率は約 15%と全国で最も高い。その背
景には富士重工や三洋電機（現パナソニ ック）
＼ といった企業の工場の存在がある。l卿 年台
の好景気、全国的に労働者不足となっていた
が、大泉町も例外ではなかった。入管法改正
に前後する 1989年 12月に町内の中小企業が
中心とな り 「東毛地区雇用安定促進協議会」
IO但し、外国人集住都市会議加盟都市でなくても、茨城県常総市や神奈川｜県愛川町のようにブラ
ジル人集住地域は存在する。
11「政府統計の総合窓口」（http://www.e-stat.go.jp/SG l/estat/GL08020 I 03 .do？一toGL08020I 03 _&listID= 
000001127 507 &requestSender=dsearch）の「都道府県別 国籍 ・地域別 在留外国人」よ り
12 大泉町観光協会での聞き取り調査より
5 
を結成、合法的かっ安定雇用の出来る日系ブラジル人の受け入れを始めた
1999年に解散）
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図3.伊賀市の位置
先行研究
一、婦が ω〆 伊賀市は、 三重県北西部に位置する都市で
ある。人口は約 100 000人で、 外国人は 38ヶ
国13から約 4,200人がやって来て居住 してお
り、外国人比率に して約 4%である。約 2,000
人のブラジル人を中心に中国人・ベル一人・
韓国人 ・ベトナム人・タイ人などが居住して
いる。
伊賀市は旧上野市を中心とした l市 3町 2
村が 2004年に合併し、成立した。旧上野市は
製造業を中心とした企業が多く存在するため
外国人比率は県内でも高く 14、伊賀市はそれ
を引き継ぐ形と なる。
言語環境のーっとしての言語景観は、町を歩いていて無意識に目に入るものであり、
受け手へ与える影響は大きい。外国人住民にとっても、言語景観から受けるものは少
なくない。 自らの母語で情報が書かれた看板を見た時、思わず目に留まるであろう。
ブラジル人住民にとって、ポル トガノレ語表示がそれにあたる。自らの母語で書かれた
商店の看板や、道案内などの看板をみれば、外国人住民の安心感へとつながるのでは
ないか。当然、安心感を与えるものだけではないことも事実である。他の言語では書
かれていないのに、わざわざ自分の母語で「ゴミを捨てるな」と書いてあれば、なに
やら自分たちがゴミを捨てていると思われているようで不快感を持っかもしれない。
無意識に目に入るがゆえに外国人住民に与える言語的影響が大きく、集住地域の言語
景観調査の意義はそこにある。
先行研究としては、庄司（2009a）、庄司（2009b）、 染谷（2009）、田中（2009）、 パックハ
ウス（2009）、パックハウス（2011）など日本の多言語化に関する研究が報告されているが、
13 伊賀市役所での聞き取り調査より
14 三重県ホームページ（http://www.pref. mie. lg.jp/gk巴nmin/hp/advicereport/PDFI I.pdf）より
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これらは東京や大阪といった大都市圏における言語景観である。集住地域の言語景観
に関しては、金（2009）、寺尾（2009）、山下（20I 0）、ロング（2011）、ロング・今村（2012)
などが挙げられる。寺尾（2009）では、岐阜県美濃加茂市の多言語表示について調査し、
美濃加茂市の多言語表示は「密度が非常に高 15」いと評価するものの、注意喚起など
「ブラジル人を無用に不快にさせる可能性があるもの 16」が少なくないと指摘してい
る。 山下（2010）では、ブラジル人が多く住む外国人集住都市と、中国人、韓国・朝鮮
人などアジア人が多く住む都市の言語景観を言語種・文字種・業種などから比較し、
外国人集住都市の言語景観は「モノリンガル表示が高い割合を占める 17」こと、 「お
しゃれ、高級品を印象づけるため18」に使われていたアルファベット表記が、 「生活
上の実用のために使用されていること 19」などを示し、 「多言語表示の動きは、まだ
全国的とは言え20」ないとした。しかし、ポルトガル語やスペイン語母語話者の多い
外国人集住地域を調査地としながらも言語の分類においてポルトガル語やスペイン語
をイタリア語と共に「仏語以外のラテン系」と一括りにしたことは適切ではないと考
える。ロング（2011）は伊賀市の言語生活環境、ロング・今村（2012）は伊賀市の多言語景
観について扱っており、ロング・今村（2012）においては表示の送り手と受け手に着目
し、伊賀市の「リンガフランカとしての表示21」や中間言語的な表示の存在について
も言及した。
外国人住民の言語環境に関わるもう 一つの要因に多言語サービス 22が挙げられる。
河原（2004）では、言語サービス（本稿でいう多言語サービス）について「外国人が理
解できる言語を用いて、必要とされる情報を伝達すること 23」と定義している。外国
人住民、は、居住する自治体から情報を得る手段が必要であり、また様々な手続きが必
要なはずである。その際に自治体が発行する配布物や、送られる書類などはどのよう
になっているだろうか。庄司（2013）や藤井（2013）のように、 「広報や案内看板、ガイド
ブックなど多言語を用いた行政の事業」を「多言語サービス」、 「個人に対し、窓口
での手続きや書類作成において介助する通訳や翻訳事業」を「多言語支援」と分ける
ことがあるが、本稿ではそれらを区別せず「多言語サービス」と呼ぶこととする。
先行研究としては、 Backhaus(2004）、岩田（2010）、庄司（2013）、藤井（2013）などが挙
げられ、外国人集住都市に関するものは浅間・安冨（2004）、岡戸（2004）、野山（2007）な
15 寺尾（2009)p.34 
16寺尾（2009)p.35 
17 山下（2010)p.32 
18 山下（2010)p田32
19 山下（20I 0)p.32 
20 山下（20I 0)p.32 
21 ロング・今村（2012)p.153
22 河原編（2004）や河原・野山編（2007）では「言語サービス」と呼んでいるが、本稿では「多言語サ
ービス」という呼称を扱う 。
23河原（2004)p.6 
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どがある。宮崎（2009）では、外国人集住都市会議加盟都市 23市町の言語サービスの一
覧表を提示している。
2. 町中がどの程度多言語表示になっているか
看板、ポスター、案内板や地図など、町を歩くと無意識にいつでも目に入るがゆえ
に外国人住民の言語環境として影響の少ない言語景観であるが、外国人集住都市各都
市間ではどのような差があるのだろうか。本章では、大泉町と伊賀市、及びその他の
外国人集住都市の言語景観について、 「採用言語」、 「言語数とその組み合わせ」
「店名・商品名に採用される言語」について定量的に見ていく。 「採用言語J とは一
つの表示に使用された言語、「言語数」とは一つの表示に使用された言語の数を指す。
2. 1. 言語景観の定量的分析
2. 1 1. 対象となる言語景観
本稿ではロング（201Oa）より、言語景観を以下のように定義する。
1. 文字言語である
2. 公的な場に見られるものである
3. 不特定多数の読み手に発せられるものである
4. 自然に、受動的に視野に入るものである
但し、本稿での調査対象となる言語景観に関しては、上記の定義の他に以下のよう
な条件を加える。
a. 一部の例外を除き、日本語のみの表示はカウントしない
b. 道路（歩道）から見えるものであること
C. 一つの表示に複数の異なる 内容が書かれている場合は、ーっ としてカウント
d. 同一の表示が多面で記されている場合は、 1っとしてカウント
e. 隣接する複数の表示は、それぞれをカウント
f. 壁の場合は l面でーっとしてカウント
g. 地名や道路名などの標識は、日本語ではないと判別可能なもののみカウント
h. 草木に付けられた札はカウントしない
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2. 1 2. 公的表示と私的表示
言語景観に含まれる表示は、 r 「公的表示」 （図 4.左）と「私的表示」 （図 4.右）に
分けることが可能である。公的表示は、自治体、駅、郵便局、銀行など、公共性の高
い団体が送り手となる表示であり、私的表示は、民間の商店などが送り手となる表示
である。公的表示に関して言えば、自治体の多言語サービスのひとつとしても位置づ
けられる 24が、ここでは、街中を歩いて受け手の目に無意識に入るという特徴を考慮
し、あくまで言語景観のひとつと考える。
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図4.公的表示（左）と私的表示（右）
尚、私的表示に見られる店名や商品名といった「固有名詞」については、私的表示・
公的表示とは別個に扱い、固有名詞のみで考察していく。例えば、図 5.のような表示
の場合、固有名詞は「マイン・シュロスJ及び“MeinSchloss”で、ドイツ語の固有名詞
に 1つカウントする。一つの表示に同一の固有名詞が現れても 1っとする。そして、
固有名詞を取り除いた残りの部分について公的表示及び私的表示のカウントに加える。
つまり、この写真の場合は、固有名詞を除いた後は日本語のみが残るため、日本語 l
言語表示 とし、カウントには加えない。但し、メニュー表などに並べられた料理名は
カウントしない。
図5.固有名詞とそれ以外の扱い（静岡県浜松市）
24河原編（2004)p.7
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2. 1. 3. 調査時期・対象地域
この調査は、 2013年 7月～11月にかけて実施された。
対象地域は、外国人集住都市会議の会員都市のうち群馬県伊勢崎市・太田市・大泉
町、長野県上田市、静岡県浜松市・湖西市、愛知県豊橋市、三重県亀山市・伊賀市、
滋賀県甲賀市（順番は総務省地方公共団体コードによる）の lO都市 （図 6.）である。
本稿においては大泉町と伊賀市について主に取り上げるが、比較として外国人集住都
市会議加盟都市全 26都市25のうち、地理的にまんべんなく選定し、残りの 8都市も調
査対象とした。
①群馬県伊勢崎市②群馬県太田市
③群馬県大泉町 ④長野県上田市
⑤静岡県浜松市 ⑥静岡県湖西市
⑦愛知県豊橋市 ⑧＝重県亀山市
⑨三重県伊賀市 ⑩滋賀県甲賀市
図6.言語景観調査対象地域
25外国人集住都市会議ホームページ（http:/www.sh ujutosh i .jpf index.html）より 。2014年 4月現在。
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2. 1. 4. 調査方法
言語景観調査では、各都市の中心駅周辺における言語景観の多言語化の状況を調査
する。具体的には、以下に掲げる中心駅から半径約 1kmを中心に 2.1.2.の条件に合
った表示を対象にデータ収集し、分析していくとい うものである （図 7.） 。大泉町の
調査範囲を示す図 7.を例にすると、外側の円が大泉町の中心駅である 「西小泉駅」か
ら半径 1kmである。各都市の中心駅の選定は、主に 「市役所・町役場に近いこと」と
「乗降者数が多いこと 26」を基準とした。
各都市の中心駅は以下の通り 。
伊勢崎市…東武鉄道・ JR東日本 「伊勢崎」駅
太田市 …東武鉄道 「太田」駅
大泉町 …東武鉄道「西小泉」駅
上田市 …JR東日本・しなの鉄道・上田電鉄「上田」駅
浜松市 ・・・JR東海「浜松」駅
湖西市 .. JR東海 「鷲津」駅
豊橋市 …JR東海 「豊橋」駅
亀山市 …JR東海・ JR西日本 「亀山J駅
伊賀市 …伊賀鉄道「上野市」駅
甲賀市 …JR西日本 ・近江鉄道・ 信楽高原餓道「貴生川」駅
26 東武鉄道ホームページ（http:/www.tobu. co.j p/corporation/rai I/station info／）、 JR東 日本
(http:/www.j reast. co .j p/pass巴nger／）、 伊賀鉄道ホームページ（http:/www.igatetsu. co .jp/ cat5 1 I cat60/) 
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図7.外側の縁が中心駅より半径約 1km（大泉町の場合）
各都市の表示がいくつの言語で表記されているか、どの言語を採用しているかなど
を現地で計測し、田中（2009）などを参考に定量的に分析する。尚、調査・分析の一部
に関しては、斎藤・志喜屋（2014）で発表したものを引用あるいは加筆して使用する。
2. 2. 大泉町と伊賀市
2. 2. 1. 公的表示の採用言語
ここでは、まず大泉町と伊賀市の公的表示における採用言語について見る。採用言
語とは、表示に使用された言語のことである。両都市の公的表示の採用言語は以下の
通り（図 8.）。都市名の脇の数字は調査範囲で見られた表示の総数を示す。但し、一
つの表示が複数の言語によって表示されている多言語表示の場合はそれぞれの言語に
カウントされているため、各言語の数値の合計は総数とは一致しない。
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公的表示における採用言語
。
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図8.公的表示の採用言語
公的表示においては、英語の採用数は大泉町が 55、伊賀市が 50とさほど変わらな
いことが分かる。しかし、ポルトガル語においては、大泉町が 60で伊賀市がほと、
大泉町の方が伊賀市の 3倍以上採用されていることが窺える。また、ポルトガル語を
含む表示は大泉町では総数の 53.6%と半数以上を占めているのに対し、伊賀市は 27.7%
であることからも、大泉町の公的表示においてポルトガル語が重視されていることが
窺える。
尚、中国語と韓国語に関しては、大泉町はそれぞれ llとなっているが、これは全て
NTT東日本の設置する公衆電話ボックスにある日本語・英語・中国語・韓国語の 4言
語表示の数であり、NTT東日本の管轄であればどの地域でも共通の表示である（図 9.）。
そのため、町役場などの大泉町に直接関わる組織による公的表示のみを考えた場合、
大泉町における公的表示の採用言語は英語とポルトガル語のみであると言える。
同様に、伊賀市の韓国語も NTT西日本管内に設置されている公衆電話ボックスにあ
る日本語・英語・中国語・韓国語の 4言語表示（図 l0.）に採用されているのみであ
り、伊賀市と直接関わる組織による公的表示に採用されている言語は英語・ポルトガ
ル語・中国語・スペイン語となる。
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図9.NTT東日本の公衆電話の 4言語表示（長野県上田市、大泉町と同ーの表示）
図10. NTT西日本の公衆電話の 4言語表示 （静岡県浜松市、伊賀市と同一の表示）
両都市において外国人住民の多数を占めるブラ ジルなど中南米出身者の母語ではな
い英語の採用数が多く、特に伊賀市においては英語の採用数が最も多い。公的表示全
体の 76.9%に英語が採用されていることを考えると、先に述べたポノレトガノレ語（27.7%)
と比較してし、かに英語が多く採用されているかが分かる。勿論両都市には英語話者で
ある外国人住民もいることは事実であるが、次の 2.2.2.で述べる言語の組み合わせも
併せると、岩田（20I 0）の「言語サービスにおける英語志向」が、公的表示にも表れて
いると言える。
14 
また、大泉町は、伊賀市よりもスペイン語話者が多い27にもかかわらず、スペイン
語が一つも見当たらないというのも興味深い。これは、斎藤・志喜屋（2014）で指摘し
た「「同じロマンス諸語のポルトガノレ語でもスペイン語話者に通じる」という認識」
が少なからず関わっていると考えられる。
2. 2. 2. 公的表示における言語数とその組み合わせ
次に、大泉町と伊賀市における公的表示の言語数について見る。言語数とは、表示
がいくつの言語で書かれているかということであり、例えば、ある一つの表示が日本
語、英語、ポルトガル語で書かれていれば、その言語数は 3、つまり 3言語表示とい
うことになる。
公的表示は以下の通り（図 11.）。都市名の脇の数字は表示の総数を示す。
大泉・伊賀の言語景観の言語数（公的）
120 
100 
80 
務4言語
60 ・3言語・2言語
40 ・1言語
20 
。
大泉（112) 伊賀（65)
図11.公的表示の言語数
27例えば、ベル一人の人口だけで考えても、大泉町は 914人、伊賀市は 476人（し、ずれも 2014年
4月 1日現在）である。
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図より、公的表示の総数は大泉町の方が倍近く多いことが分かる。言語数の内訳を
見ると、2言語表示が大泉町では 85で総数の 75.9%、伊賀市では 43で総数の66.2%と、
最も多いということも窺える。大泉町において一番少ない表示は 3言語表示で、伊賀
市においては、 lつもない l言語表示となる。
両都市の公的表示における言語の組み合わせを見る。結果は以下の通り（表 1.)
JP 
JE 
p 
JECK 
JEP 
E 
公的表示の言語組み合わせ
大泉
45 
40 
12 
11 
3 
伊賀
JE 
JCP 
JECK 
JEPS 
43 
15 
4 
3 
※J＝日本語、 P＝ポルトガノレ語、 E＝英語、
C＝中国語、K＝韓国語、 S＝スペイン語（出
現JI慎）
表I.公的表示の言語組み合わせ
大泉町で最も多い表示は、日本語・ポルトガル語の 2言語表示、伊賀市で最も多い
表示は日本語・英語の 2言語表示であることが読み取れる。
ここで、日本語を除外して外国語表示のみに注目してみる。ポルトガル語表示の現
れ方は、外国語としてポルトガル語のみが表示される場合と、ポルトガル語と他の外
国語が併記される場合とに分けることが可能である。 このように分類した場合、大泉
町においては、外国語としてポルトガノレ語のみが表示される数は公的なポルトガル語
表示全 60のうち 57、他の外国語と併記されたものは 3である。伊賀市は、公的なポ
ルトガル語表示全 18のうち外国語としてポルトガル語のみのものは lつも確認されず、
他の外国語と併記されたもののみである。つまり、図 12.のように大泉町ではポルト
ガノレ語表示の 95%は他の外国語と併記されないが、伊賀市ではそれが 0%であるとい
うことである。図の都市名の脇の数字はポルトガル語表示数、棒グラフ内の数字は他
の外国語を併記していないポルトガル語表示数を示す。
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公的表示における
外国語としてのポルトガル語単独表示の割合
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図12.公的表示における外国語としてのポルトガル語単独表示の割合
また、両都市において比較的多い英語表示についても考えてみる。ポルトガル語の
場合と同様に、英語表示を外国語として英語のみの場合と他の外国語と併記されでい
る場合とに分けた場合、大泉町において英語表示全日のうち 41が外国語としては英
語のみ、 14が他の外国語と併記されている。伊賀市は全 50のうち 43が英語のみ、 7
が他の外国語との併記である。つまり、大泉町では 74.5%、伊賀市では 86%の英語表
示は他の外国語と併記されていないということであり、ポルトガル語の場合のような
明確な差は見られない。 （図 13.) 
r- ム的表示！こおける
I 外国語としての英語単独表示の割合
??? ?????
8広0%
20.0% 
60.0% 
40.0% 
0.0% 
大泉（55) 伊賀（50)
図13.公的表示における外国語としての英語単独表示の割合
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大泉町 ・伊賀市共にほぼ同数の日本語・英語の 2言語表示が見られるが、これらの
背景には郵便局や銀行といった組織が関わっている。実は、両都市において公的表示
における日本語・英語 2言語表示は、その多くが市役所 ・町役場によって発信されて
いるものではなく、郵便局・消防署・銀行のような全国あるいはある程度広範囲に展
開している組織によるものである。前述の NTT28よりは地域性が出るが、どの地域に
も均一な多言語表示を提供しているため、実際の地域の実情に合った表示とは必ずし
もならない。
2. 2. 3. 私的表示の採用言語
次に、両都市における私的表示の採用言語を見る。結果は以下の通り（図 14.)
私的表示における採用言語
200 
150 
100 
図14.私的表示における採用言語
28両都市の JECK表示は全て NTTの公衆電話ボックスのものである。
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務伊賀（114)
嗣大泉（272)
商店など公共性の低い個人や集団が発信者である私的表示においては、公的表示よ
りも採用言語のバリエーションに富んでいることが窺える。これは、地域の住民に必
要な情報を必要と思われる言語によって提供する公的表示とは違い、店の雰囲気やイ
メージに合った言語を経営者の判断で自由に使用することが出来るためと考えられる。
イタリア語はイタリア料理店に、 ドイツ語はドイツ企業の自動車販売店に使用されて
いた。大泉町では 165のポルトガル語を含む表示が確認された。その一方で伊賀市で
は4にとどまった。これは大泉においてブラジル人の経営する店舗が伊賀市よりも圧
倒的に多く、またブラジル人以外が経営すると思われる店舗でも、ポルトガル語表示
がよく見られることも大きな要因となっている。私的表示におけるブラジルλ以外に
よるポルトガル語表示については、「文字言語におけるリンガフランカポルトガル語」
として 6.2.で改めて述べる。
中南米出身の外国人住民の母語ではない英語の採用数が両都市において多く見られ
た。特に伊賀市においては全 114のうち 99、つまり私的表示全体の 86.8%が英語を含
む表示ということになる。公的表示同様英語志向が見られるが、こちらはデザイン性
や高級感を出すための「装飾的表示J と呼ばれるものがほとんど全てであり、公的表
示の実用的なそれとは異なった性格を持っている。 「実用的表示」については 3.2.、
「装飾的表示j については 3.3.を参照されたい。
2. 2. 4. 私的表示における言語数とその組み合わせ
それでは、両都市の私的表示における言語数はどのようになっているのだろうか。
結果は以下の通り（図 15.)
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250 
200 
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。
大泉・伊賀の言語景観の言語数（私的）
'l・開
大泉（272)
5 
3 
伊賀（114)
図15.私的表示の言語数
.L 
編4言語
・3言語・2言語・1言語
私的表示においても大泉町の総数が伊賀市のそれの倍以上あることが分かるが、公
的表示と大きく違う点は、両都市共に l言語表示が優勢であることである。公的表示
は日本語母語話者や非母語話者である外国人住民に向けでなるべく等しく情報提供や
注意喚起をすることを主な目的としているために、複数の言語で表示する傾向がある
と考えられる。
次に私的表示における言語の組み合わせを見てみる。表 2.の通りである。
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p 
E 
JP 
JE 
JEPS 
G 
s 
EF 
JPS 
EP 
JEP 
私的表示の言語組み合わせ
大泉
126 
70 
30 
27 
5 
4 
3 
2 
2 
E 
JE 
F 
p 
Th 
JP 
JEP 
伊賀
80 
18 
6 
4 
2 
2 
※P＝ポル トガル語、 E＝英語、J＝日本語、
S＝スペイン語、 G＝ドイツ語、 F＝フラン
ス語、 I＝イタ リア語、 Thニタイ語（出現
順）
表2.私的表示の言語組み合わせ
表より、大泉町ではポルトガル語 l言語表示が群を抜いて多いこ とが窺える。その
数は 126で、私的表示全体の 46.3%を占める。その次に英語 l言語表示、日本語・ポ
ルトガル語 2言語表示、日本語・英語 2言語表示と続く。伊賀市では、英語 l言語表
示が 80と最も多く、全i体の 70.2%を占めている。大泉町も英語 l言語表示は 70あり 、
数としてはあまり変わらないが、比率としては 25.7%となる。
公的表示と同様に、 外国語表示のみに注目してみる。他の外国語を併記していない
ポル トガル語表作示は大泉町では私的なポルトガル語表示全 165のうち 156、つまり
94.5%が他の外国語を併記していない。伊賀市においては、ポルト ガノレ語表示のうち
75%が他の外国語を併記していないが、ポルトガノレ言吾表示数が 4である。ま とめると
図 16.のようになる。
21 
私的表示における
外国語としてのポルトガル語単独表示の割合
100.0% 
94.5% 
80.0% 
75.0% 
60.0% 
40.0% 
20.0% 
0.0% 
大泉（165) 伊賀（4)
図16.私的表示における外国語としてのポルトガル語単独表示の割合
英語の場合は、大泉町では英語表示全 106のうち 91.5%に当たる 97、伊賀市におい
ては全 99の英語表示のうち 99%に当たる 98の表示が他の外国語とは併記されていな
い（図 17.）。この高い値は先に述べた通り私的表示では装飾的表示として英語を採
用する傾向が高いことと、私的表示には l言語表示が最も多いため、そもそも複数の
言語を併記 した多言語表示自体が少ないと い うことが影響している。
私的表示における
外国語としての英語単独表示の割合
~~_._Q<zi 100.0%十一一一一一9t:S%－日 一一一 一一一…
60.0% 
40.0% 
20.0% 
0.0% 
大泉（106) 伊賀（99)
図17.私的表示における外国語としての英語単独表示の割合
22 
店名・商品名の採用言語
本項では、両都市の表示に見られた店名や商品名などの固有名詞に使用された言語
について見ていく 。採用言語は以下の通り（図 18.）。
2. 2. 5.
店名・商品名における採用言語
属大泉 際伊賀
?
?
?
?、、 、
図18.店名・商品名における採用言語
大泉町では 10言語、伊賀市では 9言語と、両都市において私的表示よりも更に豊富
な種類の言語が採用されていることが窺える。店名・商品名は店や商品のイメージを
形作る非常に重要な要素であるため、その業種やコンセプトに合った言語が主に装飾
的表示として選択されるようである。例えば、ハワイ語はハワイ式マッサージ店の店
名に使用されている（図 19.）。使用されている“LEHUA”とは、オヒア（和名
イフトモモ」）という木に咲く花を指す。但し、自由度が広いため各言語の採用数自
ぱらつきがある。
「ノ＼ワ
23 
体は多くなく、
可~ELLCOAft
ムィ
O."'O.!'!'h>lf'－タ伶畠シ
*) 
歩安広
・1,.,；＆ヴ巧'l－勾自：w
.繊’E’副総省陸 . 'l'鴫輔
ta,o。OS4Sl7Ht)
2存
図19.ハワイ語の使用例（伊賀市）
既に述べた通り、大泉町では公的表示についても私的表示についてもポルトガル語
採用数が他の言語よりも多かった。固有名詞について見ると、ポルトガル語は大泉町
の方が伊賀市より 10倍以上多く採用されているものの、それでも両都市共で最も多く
採用されているのは英語であるということが図から明らかである。これは、大泉町に
数多くあるブラジル人経営の店名において、英語がよく使用されているためと考え ら
れる。 日本人が経営する店舗でも装飾的表示として店名に英語を採用するように、ブ
ラジノレ人が経営する店舗でも英語を採用しているのである。図 20.は、大泉町にある
電子機器を扱う店で、店名の両脇の文がポルトガル語 l言語表示であることからもポ
ルトガル語母語話者であるブラジノレ人向けの店であることが明らかである。 しかし、
店名は“CYBERSHOP”と英語を採用している。庄司（2009a）では装飾的表示については
日本人が発信者である場合のみ言及しているが、このように、日本国内において「外
国人が外国人に対して発信する外国語表示」の中にも装飾的表示が存在することが窺
える。
図20.外国人に対して発信する装飾的表示の例（大泉町）
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2. 3. 他の 8都市と比較して
最後に大泉町と伊賀市以外の外国人集住都市の言語景観はどうなのかも見ていきた
いと思う 。図 21.は、 10都市の公的表示における外国語表記の言語別の割合を示した
ものである。lつの表示に複数の言語が併記されている場合はそれぞれの言語にカウ
ント（例えば、日本語・英語・ポルトガル語 3言語表示 lつで日本語 lつ、英語 lつ、
ポルトガノレ語 lつをカウントする）するため、この割合は表示の総数に対する割合で
はなく、各都市の全表示に記しである文字表記全体に対する割合である。内側から表
記数の多い順に英語・ポルトガル語・スペイン語・－－といった順番になっている。図
中の白い数字は英語表記の割合を示す。
伊賀 I.
亀山
外国人集住都市四都市の
公的表示の外国語表記割合
伊勢崎
／ 
、
湖西
灘英語
都ボルト力目ル語
欝スペイン語
盤中国語
機韓国語
榔ベトナム語
図21.外国人集住都市 10都市の公的表示の外国語表記割合
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公的表示において、大泉町と湖西市以外では表記の半数以上が英語であることが分
かる。ここから、他の外国人集住都市においても公的表示における「英語志向」が窺
える。また、ポルトガル語の割合がやはり大泉町が最も多いことが図から明らかであ
り29、大泉町がし、かに他の言語よりもポルトガル語による表示を設置しているかが分
かる。次いでボルトガソレ語の割合が多い湖西市は、英語・ポルトガル語・スペイン語
の割合がほぼ等しい。これは、湖西市で最も多い表示が日本語・英語・ポルトガル語・
スペイン語の 4言語表示であることによる。
次に私的表示について見る。図 22.は 10都市の私的表示における外国語表記の言語
別の割合を示したものである。内側か ら表記数の多い順に英語・ポノレトガル語・フラ
ンス語・…といった順番になっている。図中の白い数字は英語表記の割合を示す。
特現 I坦d三，
亀山 弘”苛置盤
外毘人集住都市10都市の
私的表示の外国語表記割合
伊努崎
大泉
／ ヂだ
鴻西
機英語
書庫ポルトガル諾
調書フランス諾
’Eスペイン語
事睡イタI）ア諾
綴韓国語
浴中盟諸
費量ドイツ諾
隠その地
図22.外国人集住都市 10都市の私的表示の外国語表記割合
29但し、表示総数の絶対数で考えると、浜松市が 163、湖西市が 76と、大泉町の 60を上回って
いる。
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図より、大泉町以外は 6割以上が英語表記であり、 9割以上が英語であるところも 3
都市確認出来る。そして大泉町のポルトガル語の占める面積が他都市よりも広いこと
も一目で分かる。また、私的表示においてはフランス語もしばしば見られる。これは、
英語と共に装飾的表示として採用されることが各地で見られた。
以上のことより、大泉町は、伊賀市のみでなく、他の外国人集住都市と比較しても
言語景観におけるポルトガル語の使用が非常に高いものであることが明らかとなった。
2. 4. ，考察
以上、両都市の言語景観の量的な側面から見てき た。公的表示の言語数は多くが 2
言語表示に集中していることが明らかとなった。
公的表示におけるポルトガル語の現れ方として、大泉町ではポルトガル語を含む表
示の 95%が他の外国語を含まず、ポノレトガル語重視傾向が見られる。一方、伊賀市の
ポルトガル語表示は全て他の外国語と共に併記された 3言語表示と 4言語表示で、多
言語並行傾向が見られる。
また、公的表示では両都市で英語が多く採用されており、岩田（2010）の言うような
「英語志向」が窺える。
私的表示については、 1言語表示が最も多く、大泉町においてはポルトガル語表示
が伊賀市を始めとした他の外国人集住都市と比較して群を抜いて多いことが明らかと
なった。また、対照的に伊賀市にはほとん、どポルトガル語表示がないことも分かった。
店名や商品名については、数多くの言語が採用されているものの、両都市において
英語が最も多く採用されていることが明らかとなった。それは装飾的表示によるもの
であるが、日本人のみならず、ブラジノレ人など外国人の経営する店でも店名に英語を
採用しており、 「外国人が外国人のために発信する外国語表示」の中にも装飾的表示
の存在が確認された。しかし、それでもやはり大泉町におけるポルトガル語採用数は
伊賀市のそれよりも 10倍以上多いことも明 らかとなった。
また、他の外国人集住都市 8都市と比較しても、大泉町のポルトガル語の比率は公
的表示・私的表示共に高いことが明らかとなり、同時に他都市においても英語志向が
確認された。斎藤・志喜屋（2014）では、「発表者が調査地で母語話者に話を聞いた際、
英語とスペイン語、英語とポルトガル語の言語としての大きな違いに気づかず、 「英
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語であれば通じるであろう j という認識が見られた。」と指摘したが、 筆者が上田市
を訪れた際は、市役所で働くブラジノレ人職員からも「英語でも大体は通じると思う」
という声を聞いた。 しかし、やはり在日ブラジル人の多くにとっては英語で通じると
は到底思えない。これらの認識が英語志向へつながっていると考えられる。
これらの要因が大泉町と伊賀市の言語景観の違いを生み出している。両都市を歩い
ていて、ポルトガル語表示の現れ方が大きく異なるのである。公的表示と私的表示を
合わせた場合、つまり表示の公私を考えずに単純に町中を歩いて目に入る表示全体を
考えた場合、大泉町は他の言語を併記しないポルトガル語表示が 213と、ポルトガル
語表示全 225のうちの 94.7%を占めている。 ところが、伊賀市ではポルトガル語表示
そのものが大泉町のそれより少なく、そのポルトガル語表示も日本語とポルトガル語
以外に英語、中国語、スペイン語なども併記した 3言語表示や 4言語表示が 19と全体
の 86.3%を占めているのである。つまり大泉町では日本語があるにせよ外国語表示と
してはポルトガル語のみの場合がかなり多く、他の外国語と等しく並んでいる伊賀市
とはポルトガル語の目立ち方が大きく異なると 言える。結果として、数の上でも表示
の仕方の上でもポルトガル語に固まれている大泉町と、それと対照的な伊賀市という
言語環境の差が生じているのである。
3. 町中でどのような内容を多言語表示で伝えているか
以上、 2章では大泉町、伊賀市、及び他の外国人集住都市の言語景観について、定
量的な分析を行なった。本章では、言語景観の表示内容について見ていくことにする。
3. 1. 言語景観の定性的分析
2章で紹介した大泉町と伊賀市の言語景観調査の際に撮影した合計 345枚の写真を
もとに、定性的分析を行なう 。 したがって、対象となる言語景観、調査時期・対象地
域、調査方法についてはそれぞれ 2.1.1.、2.1.3.、2.1.4.を参照されたい。尚、本章にお
いても調査・分析の一部に関しては、斎藤・志喜屋（2014）で発表したものを引用及び
加筆したものを使用する。
3. 2. 商店の実用的表示
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初めに、大泉町と伊賀市で見られる商店における表示について見ていく。表示は、
その機能から「実用的表示」と「装飾的表示」に分けることが出来る。
「装飾的表示」とは、庄司（2009a）では「本場感、高級感をだすため30」の表示とし、
日本人が西洋の言語を使用する場合を例に挙げている。本稿における装飾的表示は「採
用言語の話者でない者に対して発信した表示」とする。それに対 し、 「採用言語の話
者である者に向けて発信された表示」は実用的表示と言える。本項では実用的表示、
次項では装飾的表示について見る。また、商店の表示には装飾的表示が存在するため
に項を分けたが、それ以降の 3.4.から 3.7.までの表示に関しては全て実用的表示と言
える。
大泉町では、既に見たように私的表示におけるポルトガル語表示が多い。その発信
者はポノレトガル語母語話者であるブラジル人の場合が多いが、大泉町では、日本人経
営の商店や八百屋でもポルトガル語表示が見受けられる。
図 23.は日本人経営の商店の入り口にあった表示で、 「灯油」を意味するポルトガ
ル語“QUEROSENE”が日本語表示と共に書かれている 2言語表示である。町内には石
油ストーブを貸し出しているガス店があり、そこの店主の話によると借りているのは
ブラジル人を主とした外国人が多いとのこと。つまり、ブラジル人住民にとっても生
活必需品である石油ストーブの燃料である灯油は当然必要であり、危険物取扱者の国
家資格が必要なために灯油を扱う店のほとんどが日本人経営であるという状況を考え
ると、日本人経営の店にブラジル人住民が灯油を購入することがごく自然であり、か
っ大泉町は外国人比率日本ーであることから外国人購買客は店からしても無視出来る
存在ではない。そこで灯油を販売していることをブラジル人住民に明示するために、
ポルトガル語表示を導入したものと考えられる。
図23. 日本人経営の商店における日本語・ポルトガル語表示（大泉町）
30 庄司（2009a)p.29 
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また、図 24.は日本人経営の八百屋の店頭で見 られたポノレトガル語表示である。特
徴的な点として、日本語が一切併記されておらず、ポルトガル語 l言語による表示の
みとなっていることが挙げられる。例外として「lヶ」という表示が二ヶ所見られる。
筆者がこの八百屋を訪れた際もブラジル人が購買客として訪れていた。そのブラジル
人購買客に話を聞いたところ、いつも買いに来ているという 。表示に注目すると、 A
は大文字 A と小文字 aの両方が現れるも、のの Iは語頭・語中・語尾にかかわらず小文
字 iのみが現れるなど、大文字と小文字の出現に規則性が見られないこと、またポル
トガル語辞典をひもといても確認出来ず、スペルミスあるいはポルトガル語の発音を
聞き取ったものを自らの判断で綴ったと思われるもの（「ヤマイモ」や「サトイモ」
を指す“inhame”と考えられる表示が“iyami”となっている）があるなど、表記に不慣れ
な点が見受けられる。そうであっても表示をするということは、やはりブラジノレ人購
買客の存在が小さくないことを示していると考えられる。
図24. 日本人経営の八百屋におけるポルトガル語 l言語表示（大泉町）
以上のような私的表示における日本人などのポルトガノレ語非母語話者によるポルト
ガル語表示は、 6.2.で紹介する「リンガフランカポルトガル語」を形成する一要因で
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あると考えられる。特に図 24.のポルトガノレ語 l言語表示はポルトガル語以外の言語
的な影響が存在しないため、その性格が強い。
勿論、外国人住民による表示においてポルトガル語でないものも存在する。図 25.
は、スペイン語 l言語表示による表示である。左側の表示は店名と取扱商品を記して
いる。右の表示は、 「エマヌエノレ（店名）のお客様へ」と赤字で題されており、 「端
に駐車しないで下さしリという内容を伝えている。矢印の方向には経営者用の駐車ス
ペースがあるため、そこには購買客は駐車しないように伝えているのである。
CLJENTES DE EMANUEL 
AL COSTADO 田崎炉
図25.スペイン語 l言語表示（大泉町）
3. 3. 商店の装飾的表示
伊賀市では 2章でも述べたように私的表示におけるポルトガル語表示がほとんどな
く、外国語表示のほとんどは装飾的表示である。図 26.は伊賀市のワイン販売店にお
けるフランス語 l言語による装飾的表示である。 「ワインなしのフランスを誰が想像
出来るだろうか？」というタイトルで文章が書かれている。これは、この店ではドイ
ツワインやフランスワインを販売しているため、フランスのイメージをより増幅させ
る効果を狙って表示したものと考えられる。尚、図下部の店名にある「ヴァインケラ
ー」とは、 「ワインセラー」を意味するドイツ語であり、店名ではドイツのイメージ
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を醸し出している。このように、イメージ付けのために西洋の言語を用いるものは装
飾的表示の典型例と 言える。
ヴァインケラー ハシモト
図26. フランス語 l言語の装飾的表示（伊賀市）
大泉町においても装飾的表示は存在している。図 27.は、装飾的表示として英語を
用いているが、“SELLOR RENT”や“BeCOLORFUL YOUR”といった英語として適当で
ない表現が目立つ。装飾的表示は内容を伝達するよりも採用言語自体の持つ印象を示
すことに注目しているため、その表現が適当かどうかを知らない、あるいは特に関心
を持っていない場合もある。
32 
図27.誤った英語による装飾的表示（大泉町）
3. 4. 避難所案内
2章において、大泉町と伊賀市のポルトガル語表示の現れ方の違いについて述べた
が、それを端的に示すのが図 28.である。左が大泉町、右が伊賀市の避難所の案内表
示である。大泉町は上から日本語、ポルトガル語、英語の 3言語表示、伊賀市は日本
語、英語、ポルトガル語、スペイン語の 4言語表示である。大泉町では英語よりも先
にポルトガル語を表示することからも、ポルトガノレ語の優先度が高いことが窺える。
また、 2.2.1.で指摘したように、伊賀市では表示 しているスペイン語が大泉町にはな
いこともこの図から分かる。
聞大表向立花中学校
災害時避難場所
LOCAL DE 吉野，m
EMERGENCY AS制BLY-AREA 
図28.大泉町（左）と伊賀市（右）の避難所の案内
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3. 5. 注意喚起と禁止表示
注意喚起や禁止表示については、両都市において見られるが、その様子は違ったも
のである。
大泉町においては、駅周辺や商店街に「防犯カメラ作動中」とい う日本語・ポルト
ガル語 2言語表示による注意喚起が目立つ（図 29.）。庄司（2009a）によると、 「防犯
カメラ作動中j の表示は 「外国語で表示されることで、当該言語をはなす外国人への
注意の喚起を、言外によびおこす効果を狙っている 31」としており、この写真の表示
もポルトガル語話者であるブラジル人への注意喚起を狙ったものである可能性がある。
防犯カメラ以外にも様々な注意喚起表示が見られる。図 30.は小泉城跡の公園内にあ
る「公圏内でのバーベキューを禁止します」との注意喚起である。これも日本語とポ
ルトガル語の 2言語表示である。大泉町在住のブラジル人の話によると、ブラジル人
は集まってブラジノレ式のバーベキュー（シュハスコ）をよくするということで、それ
を禁止したものと考えられる。
上述の 2つは公的表示であるが、私的表示においても禁止表示は存在する。図 31.
は、駐車禁止を示すポルトガル語 l言語表示の禁止表示である。発信者は日本人であ
るが、ポルトガル語のみの表示である。ポノレトガノレ語話者、つまりブラジル人に向け
て発信しているものであり、読み手には日本人を想定していない。これは日本語・ポ
ルトガル語 2言語表示と異なる点で、禁止表示が禁止する行為をする可能性があるの
はブラジル人という意識の表れではないだろうか。
また、 3.2.で紹介した図 25.の右のスペイン語 l言語表示も駐車禁止を示す表示であ
る。
31 庄司（2009a)p.30 
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総！Bカメラ作動中
CAMERA DE舘GURAN号A
E邸側OSRLMANDO
図29. 「防犯カメラ作動中」の注意喚起（大泉町）
公踊肉でのパω ベキ立山
を禦止します＠
Pl制BIDOFAZER 
む諸問RRASCO誕8PARIUE 
図30.バーベキュー禁止の注意喚起（大泉町）
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図31.私的表示における禁止表示
一方伊賀市では、ポノレ トガル語、むしろ多言語による禁止表示は見られるものの、
種類がほとんどなく、調査範囲で見られたものはもっぱら図 32.のような「ゴミ持ち
去り禁止」の日本語・ポルトガル語・中国語の 3言語表示であった。大泉町のような
「防犯カメラ作動中」や「駐車禁止」といったものは様々な種類のものは確認出来な
かった。ロング・今村（2012）においても「他の地域で見られるようなマイナスイメー
ジの言語景観が伊賀上野にはほとんど見当たらない32」としており、本稿でも、少な
くともポルトガル語を含むものについてはこれを支持する結果となった。
広帰環簿IJ寝袋＠湯舟司E梅宮UY,イ＂＇＂，轟も＠官！ T.
潤闘湖闘臨鵬． 鵬栂胤，..入旗持容量量St.I:~＼宅＜If書~'I.
後損障制・刷’相剛鳩酬aw・句制国．醐・輔，..，碍α＂厳蜘司 S
鴨掛側担割拠脚蜘岨踊開P輔糊・qu，れ蜘輸相曲．馴w，輔備閣匂柚峨酬8・llldaP<帽pttl・..
伊賀市役所・伊鴬穫祭饗
図32. ゴミ持ち去り禁止の注意喚起（伊賀市）
32 ロング・今村（2012)p.159 
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また、図 33.は大泉町において NPOやボランティアが町内を巡回して実施している
「安心・安全パトロール」 33の自動車であるが、この日本語表示とポルトガル語表示
との聞にずれが見られる。 日本語では受信者に犯罪の被害に遭わない「安心・安全」
を与えるのに対し、ポルトガル語では“PATRULHADA ORDEM E SEGURAN<;Aぺ日
本語で言う「治安・監視ノ号トロール」になり、語感がまるで違う。 「安心」 「安全」
といったプラスのイメージと対照的に、マイナスのイメージを受ける。表示を見た人
を守っていますよというより、むしろ犯罪をさせないようにしているようにもとれる。
勿論日本語をポルトガル語に直訳したところで意味が通じない可能性もあるため一概
には言えないが、このような日本語とポルトガル語での表示内容のずれは、場合によ
っては寺尾（2009）でいうような「ブラジル人を無用に不快にさせる可能性34」もあり得
る。
安会・安0パ咽トロ”ル
＠.大濃町 OIZUMI
図33. 日本語とポルトガノレ語の内容にずれのある表示（大泉町）
3. 6. 病院
大泉町では、日本人医師の運営する病院においてポルトガル語表示も確認された（図
34.）。これは、病院の建物の入口付近に設置されているもので 診療科・休診日・各
曜日の診療時間などをポルトガル語に翻訳したものが日本語のものと並べて設置され
ている。一時的なものでなく、しっかりと固定された看板であることから、ポルトガ
ル語話者の患者が一定数訪れることが窺える。
伊賀市においては、調査範囲内ではポルトガル語表示を掲げた医療機関は見当たら
33 大泉町ホームページ（https:/www. town.oizumi .gunma.j p/0 I soshiki/02kikaku/O I kikaku/images/ 
seibikeikaku. pdf) 
34 寺尾（2009)p.35 
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なかった。
図34.クリニックでのポノレトガル語表示（大泉町）
3. 7. 教会の表示
中南米出身者の多い外国人集住地域でよく見られるのが教会である。彼らの多く は
クリスチャンであることが多いため、このような教会が彼らの交流や情報共有の場と
しての役目も担っている。大泉町と伊賀市でも教会を確認することが出来た。 両都市
の教会内での様子については 7章の参与観察で詳しく述べるが、ここではその教会の
表示にも両都市の言語環境の違いが表れていることを記す。
図 35.は大泉町のブラジル人牧師が運営する教会である。教会の名前はポル トガル
語と日本語の 2言語表示であるが、文字の大きさからしても明らかにポルトガル語が
メインであると考えられる。大泉町には、 他にも調査範囲内に数ヶ所の教会が存在し
ているが、いずれもポルトガル語と日本語の 2言語表示、あるいはポルトガル語 1言
語表示であった。
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図35.大泉町の教会の表示
図 36.は伊賀市のアメリカ人神父の運営する教会の案内板である。こちらは大泉町
のそれとは異なり、日本語・英語・スペイン語・ポルトガル語の 4言語表示である。
この二つの教会の表示は、大泉町はポルトガル語重視、伊賀市は多言語併記という点
で 3.4.の避難所案内の比較と同様に、大泉町と伊賀市の外国語表示の現れ方の差をよ
く表している。
図36.伊賀市の教会の表示
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3. 8. 考察
以上、大泉町と伊賀市で見られる言語景観の表示内容を見た。その結果、大泉町は
商店や病院などで日本人による実用的なポルトガル語表示が見られ、装飾的表示にお
いては大泉町・伊賀市共に見られるということが確認された。大泉町は注意喚起や禁
止表示の種類が多く、ブラジル人のみに向けたものや場合によっては不快に取られか
ねない表示も含んでいる一方、伊賀市には注意喚起や禁止表示があまり見られないこ
とも明らかとなった。また、避難所案内や教会の表示は 2章の定量的分析により示さ
れた大泉町のポルトガノレ語重視傾向、伊賀市の多言語併記傾向という 言語環境を示し
ていることも分かった。
このように、言語景観の定性的分析によって、大泉町は単にポルトガノレ語表示が多
いというだけでなく、その表示の送り手も機能も多様であるということが明らかとな
った。
4. 自治体が地域住民に多言語サービスを提供しているか
4. 1. 市役所・町役場への聞き取り調査
2013年 8月に伊賀市役所、 2013年 11月に大泉町役場を訪問し、自治体における多
言語サービスに関する聞き取り調査を実施した。
大泉町では、ゴミ出しに関する案内はポルトガル語で提供している。伊賀市では、
ポルトガル語・中国語・やさしい日本語によって提供している。また、伊賀市はゴミ
袋も多言語表示である（図 37.） 。 日本語・英語・韓国語・中国語・タイ語・ポルト
ガル語・スペイン語（出現）I慎）の 7言語表示である。伊賀市によると、外国人住民の
国籍上位 5ヶ国はブラジル・中国・ペルー・韓国・ベトナムだが、ベトナム人の多く
は技能実習生として社員寮に居住しており、ゴミ出しはしない。そのため、ベトナム
語の代わりに定住者や永住者が多い 6位のタイ人の母語であるタイ語を加えている。
その他日本語と英語を合わせて 7言語表示となっている。
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図37.7言語表示のゴミ袋（伊賀市）
大泉町では、広報を抜粋・翻訳した情報誌“GARAPA”を発行している（図 38左．） 。
翻訳言語はポルトガル語のみである。 「外国人住民の約 7割が南米系のため、英語の
翻訳物はない」とのことである。伊賀市でも広報を抜粋・翻訳した情報誌「伊賀j が
ある（図 38.右）が、こちらは英語・ポルトガル語・スペイン語・中国語に翻訳され
ている。
図38.大泉町の“GARAPA”（左）と伊賀市の「伊賀」
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外国人相談員に関しては、大泉町では、国際協働課にブラジル人職員がいて対応し
ている。伊賀市では、市民生活課にポルトガル語話者 2名、中国語話者 l名、スペイ
ン語話者 l名が常駐している。その他、住民課 ・収税課・子ども家庭課にポルトガル
語通訳がそれぞれ l名おり対応している。
その他、災害時の情報提供や生活ガイドなどについて、ポル トガル語によって提供
しているものをまとめると、表 3.のようになる。
伊賀市 大泉町
ゴミ案内 。 。
広報翻訳物 。 。
外国人相談員 。 。
災害時の情報提供 。 。
行政書士 。
生活ガイド 。
防災ガイド 。‘
自治会案内 O(HP上）
表3.大泉町と伊賀市の多言語サービス一覧
少なくとも今回確認出来た多言語サービスにおいて、両都市ともポルトガル語のサ
ービスは充実していると思われる。 しかし、大泉町と伊賀市の違いは、大泉町はほと
んどがポルトガル語のみであるのに対し、伊賀市はスペイン語や中国語、もしくはそ
れ以外の言語によるサービスも行なっているということである。
4. 2. 市役所・町役場内の多言語表示
次に、外国人住民も必ず訪れる市役所・町役場内の多言語表示について見る。市役
所内の表示については、町中の公的表示とは異なり意識的に庁舎内に入り用事のある
課を訪れることになるので、これについては本稿では多言語サービスと考える。
大泉町役場は、外国人住民に対応する国際協働課は、多文化共生コミュニティセン
ターという施設内にあるため、 他の課のある庁舎とは分かれている。この建物に関し
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てはポルトガル語表示が見られる（図 39.）。しかし、他の課が存在する庁舎内にお
いては、ポルトガル語を含めた外国語表示は見当たらなかった。
図39.大泉町多文化共生コミュニティセンター（現在は移転） （大泉町）
伊賀市は、外国人住民に対応する市民生活課以外にも住民、保険、税に関する課で
はポルトガル語表示が存在する。
また、多言語とは別の試みとして、ローマ字表示が見られた（図 40.）。外国語を
表示せずに日本語をラテン文字によって表記するということは、限られたスペースな
どの場合に複数の言語を併記するよりも視認性に優れており 35、また特定の外国語を
表示するのではないため、どの外国人住民にもある種平等と言える。
35斎藤・志喜屋（2014）の発表の際、神奈川県大和市の職員の方から頂いた意見である。
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????????っ
図40.市役所内のローマ宇による表示（伊賀市）
4. 3. ホームページの多言語表示
次に、自治体のホームページの対応言語についてみる。インターネット社会になっ
た現在、外国人住民も当然情報収集手段のーっとしてインターネットを活用している。
自治体のホームページから情報を得ようとする者もいるであろう。大泉町と伊賀市の
ホームページはどのようになっているだろうか。大泉町と伊賀市の他、言語景観調査
を実施した 10都市のホームページにアク セスしたところ各自治体のホームページの
対応言語は以下の通りであった（表 4.)
自治体 言語 備考
大泉町 J 多文化共生コミュニティセンターHPは JP
伊賀市 JPSC 専用ページ
伊勢崎市 JEPSCK 
太田市 JEPC 専用ページ
上田市 JEPSC 専用ページ
浜松市 JEPSCTや 専用ページ
湖西市 JEPS 
豊橋市 JEPSC EPは専用ページあり
亀山市 JEPSC 専用ページ
甲賀市 JEP 専用ページ
表4.外国人集住都市 10都市のホームページの対応言語
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J：日本語
E：英語
P：ポルトガル語
s ：スペイン語
C：中国語
K：韓国・朝鮮語
T：タガログ語
や・やさしい日本語
備考欄にある「専用ページ」とは、各言語ょうのページを日本語版と別に作成しで
あるという意味である。無記入の自治体は日本版ページが機械翻訳サービスによって
対応言語に翻訳される。
大泉町のホームページは日本語のみの対応であり、他の 9都市には日本語のみの自
治体は存在しない。これに関しては「（日本人の）住民感情もあるので、町としては
中立的な立場をとるため」と町役場職員より説明を受けた。また、国際協働課のある
大泉町多文化共生コミュニティセンターのホームページに関しては日本語 ・ポルトガ
ル語に対応しており、外国人住民に必要だと思われる生活ガイドやゴミの分別、教育
などの内容はこちらのホームページに 2言語で掲載されている（図 41.)
伊賀市に関しては、日本語・ポルトガル語・スペイン語・中国語の 4言語に対応し
ている。これは、伊賀市の外国人住民の母語上位 3言語と対応しているが、ホームペ
ージの対応言語においても大泉町がポルトガル語重視、伊賀市が多言語という傾向が
見られるということになる。
両都市の共通点として、自治体全体の傾向として 2章で見たように言語景観では英
語志向が挙げられたが、 10都市中大泉町（多文化共生コミュニティセンターも含めて）
と伊賀市のホームページのみが対応言語に英語がないということが挙げられる。大泉
町・伊賀市共に 4.1.の外国人相談の対応言語と 一致していることが分かる。
Al ! 50c聞を超え私いサイズ、仕事で使って1いる物で削ブれltfもえなL、ごみjt出せます．仕事で使
っていた物は有料になります．
，~お、 スト」ブ（－：，，，ンヒー虫」）I 草、石，自主空lこして出してくださLio
また、50cmを超えた物i耳、活掃tzン虫、 へー道捧持って行ってくださし 10
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図41.大泉町多文化共生コミュニティセンターホームページ
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4. 4. 外国人住民への聞き取り
2013年 8月に伊賀市、2013年 11月及び 2014年 8月に大泉町でブラジル人住民に対
して自治体での多言語サービスについて聞き取りを行なったところ、大泉町では、日
系ブラジル人三世の RH氏（1994年来日）は「町にやって来たその時には通訳がいた」
「大泉はブラジル人多くてサポートやっていた」と大泉町にやって来た当初からブラ
ジノレ人に対するサービスが存在していたことを証言しており、 「日本語分からなし、か
たにもいしリと述べていた。また、日系ブラジル人二世の AH氏（1992年来日）の「大
阪は役場の通訳なかった」「大泉町は役場に通訳がし1る」や日系ブラジノレ人三世の LO
氏（1999年来日）の「栃木県佐野市には訳した看板とかなかった」 「大泉町役場から
の書類は、訳して日本語とポルトガル語の両方が来る」という発言のように、他の地
域から移住した経験のあるブラジル人にとっては、移住前よりもポルトガル語による
サービスにおいて大泉町の方が充実しているということも話している。その一方、 RH
氏は「日本語分からなし、かたが勉強しなくなる」 とポノレトガル語で生活可能なために
外国人住民の日本語能力があまり向上しないのではという懸念も聞かれ、 LO氏は「休
日はほとんどブラジル人と過ごすため、あまり日本語使うことはない」と、実際に日
本語をあまり使わないで過ごしているという現状を伝えた。伊賀市では、日系ブラジ
ル人三世の FS氏（1989年来日）が「最初に来た時は何もサービスがなかったj と来
日当初はサービスが乏しかったことを伝えた。 しかし、 「市役所に通訳がし、る」 「ガ
スの書類がポノレトガル語で届く」など、現在はポルトガノレ語によるサービスが充実し
ていると述べた。その一方、 「日本語でも分かる」とも述べており、大泉町の住民の
懸念とまた違う反応である。また、来日当初は「外国人なので珍しがられた」が、今
は外国人住民が多くなったためそういうこともな くなっ たと、住民の反応についても
語った。
4. 5. 考察
以上、大泉町と伊賀市の多言語サービスについて、外国人住民の話も交えながら見
た。
大泉町では、ポルトガル語によるサービスが充実しており、また、ブラジル人コミ
ュニティの中だけで過ごすことが多いため、日本語を話さなくても充分に生活するこ
とが出来る。その代わりに「日本語が覚えられないのでは」 という懸念も外国人住民
の中にあることも明らかとなった。
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伊賀市では、ポルトガル語以外にもスペイン語や中国語によるサービスも対応して
おり、ガスなどの公共料金の案内のポルトガル語訳の書類が届くなど、大泉町同様ポ
ルトガル語によるサービスは充実している。
また、多言語サービスにおいては、言語景観で見られた英語志向が弱まることが明
らかとなった。
多言語サービスという点から両都市を見た場合、 2章及び 3章の言語景観と同様に
大泉町のポルトガル語重視傾向、伊賀市の多言語傾向は見られることが確認された。
言語景観と異なる点として、多言語サービスは外国人住民の母語に合わせて対応する
ため、自らの母語ではない他の言語を同時に見たり聞いたりすることは基本的にはな
い。その意味では、ブラジル人住民の言語環境として多言語サービスを考えると、両
都市共に「ポルトガル語によるサービスが充実している」という環境であると思われ
る。
外国人住民が「日本語が覚えられるか」という懸念を持っか持たなし、かについては、
言語サービスの充実の他に彼らの「リンガフランカ」が関わってくると考えられる。
両都市におけるリンガフランカについては 6章及び 7章で述べる。
5. 自治体が「外国人集住地域Jを観光資源として利用しているか
えま手鱗今村全
者め学1；宇品事 1f
鈎島をヤ明言，
？をi]r，ピtレ
図41. 中華街での表示（神戸市）
自治体のなかには、海外からの移住者が多いこ
とが一つの「名物」となって、観光に活用してい
る場合がある。移住者が多いというだけではなく
彼らの経営する店が並ぶということが関わってく
るが、神奈川県横浜市や兵庫県神戸市の中華街や、
東京都新宿区新大久保のコリアンタウンがそれに
あたる。そしてこのような地域では彼らの母語に
よる表示が見られ（図 41.）、彼らの母語による
会話が聞こえる。このように彼らの母語に固まれ
た状況は、やはり母語を使用しやすい環境になる
と思われる。では、同じく海外からの移住者が多
い大泉町や伊賀市ではどうだろうか。
大泉町観光協会のホームページを覗いてみると、
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サンパの写真が現れ、ブラジルの雰囲気を出すための装飾的表示として“Associar;:aode 
turismo” （「観光協会」の意）など、 一部にポルトガル語が見られる 36 （図 42.)
一方、 伊賀市では、 伊賀上野観光協会のホームページを見る限り「忍者j と 「松尾
芭蕉」 の文字は見られるが、 「ブラジル」という文字は一切見られない37 （図 43.) 
36 
37 
この大泉町と伊賀市、 二つの都市の観光の違いを比較する。
1:. g詩庖T鱗主協会
ぬ目。ciac;aode -turisr,o 
オ、端的治付〉パj
仰すこ怠ず'1IL十パ／L～
図42.大泉町観光協会ホームページのトップ
大泉町観光協会ホームページ（http://www. oizumimachi-kanlくot1kyoukai .j pfindex. htm I) 
伊賀上野観光協会ホームページ（http:/www.igaueno.net/)
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図43.伊賀上野観光協会ホームページのトップ
5. 1. 観光協会への聞き取り調査
2013年 8月に伊賀上野観光協会、同年 11月に大泉町観光協会及び大泉町役場商工
課（現商工振興課）を直接訪問し、担当者に両自治体の観光について聞き取り調査を
実施した。
5. 2. 観光戦略
大泉町では、 「ブラジルタウン」をキーワードに観光戦略を展開している。西小泉
駅の出口には 「大泉町へょうこそ！ブラジルを楽しもう 1」と書かれた横断幕が掲げ
られており（図 44.) 町を挙げてブラジル色を押し出していることが分かる。
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図44.ブラジル色を押し出す横断幕（大泉町）
1991年夏に開催された『大泉まつり』にブラジル人を参加させたことが、サンパパ
レードを始めたきっかけとなったそうで、町内の工場で労働するブラジル人にとって
も一種のストレス発散になっていたという。スポンサーが存在し 6、7年続いたが、経
・阻2陛暫司監講話醤務理 営破綻によりスポンサーがいなくなり、また
図45. 『活きな世界のグノレメ横丁』
「教育上よくなしリといった住民の意見や警
備体制が整っていないことなどを理由に中止
となったと担当者は語った。
町内に工場を置く 三洋電機（現パナソニツ
ク）の経営が悪化したものの、ブラジル人は
多く居住しており、中止後も町外からサンパ
に関する問い合わせが続いたため、 2007年に
大泉町観光協会が発足し、サンパが再開され
た。三洋電機の経営悪化により町内の日本人
経営の飲食店などが打撃を受け、廃業したと
ころも少なくないが、その跡地にブラジル人
経営の商店や飲食店が入ってくることにより、
大泉町のブラジル色は一層強くなったと いう 。
サンパは毎年好評を博し、その後マスコミに
取り上げられるなどで観光客が増加し、去年
からはサンパ以外にもカポエイラやブラジル
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のポップスなども合わせるなど本格的に「日本の中のブラジノレ」を売り出すこととな
ったということである。また、 『活きな世界のグルメ横丁』というイベントではブラ
ジルをはじめ世界の料理の屋台が出店し、見るだけではなく食も楽しめる（図 45.）。
このように、大泉町がブラジルを観光テーマに掲げるに至った背景には、企業城下
町であったために多くのブラジル人がいたこと、夏祭りにサンバをやってみたところ
好評だったこと、日本人経営の店が減りブラジノレ人経営の店が増えたこと、マスコミ
に取り上げられたことなどがある。また、大泉町には歴史的建造物など有名な観光名
所が特にないこともその一因であるとも話していた。
一方、伊賀市は忍者の里であることから、伊賀上野観光協会は伊賀流忍者博物館の
運営、伊賀上野をアピールする『伊賀上野 NINJAフェスタ』や、観光客が忍者に変身
出来る『忍者変身処』、毎年開催する『伊賀流手裏剣打選手権大会』など、 「忍者」
を前面に押し出している。伊賀上野観光協会から頂いた資料も忍者関連のものがほと
んどであった（図 46.）。 「忍者」を目玉にした観光は旧上野市時代より推し進めて
し、fこ380
また、伊賀市の観光客のうち約 7.5%が海外からであるという。特に台湾や香港、タ
イからが多いそうだ。国内外の観光客ともに一番の目玉はやはり「忍者」であり、外
国人観光客向けに「忍者パック Jというツアーを売り込んでいる。
伊賀市内を走る伊賀鉄道の車両にはやはり忍者が描かれており、また町中の至る所
に忍者のキャラクターや忍者の人形など、忍者にしては目立ちすぎるほど見ることが
出来る（図 47.) 
図46.忍者関連の観光資料（伊賀市）
38伊賀上里子観光協会（2009)p.15 
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図47.至る所に現れる忍者（伊賀市）
また、伊賀は松尾芭蕉の出身
地という こと から、松尾芭蕉や
俳句にちなんだ行事も行なわれ
ている。上野市駅前には芭蕉の
像があり（図 48.左）、なかに
は芭蕉生誕 300年を記念して建
てられた「俳聖殿」を模した公
衆電話ボックスもある（図 48.
右〉。
以上のように、伊賀市は、「忍
者」、俳句の 「松尾芭蕉」とい図48.芭蕉像（左）と俳聖殿型電話ボックス（右）
ったいわば強力な「 日本のシン
ボルjが存在するため、あえて新たな観光名物を作る必要性もなく 、むしろ従来の「忍
者」をより 一層強調した方が海外からの観光客の獲得には有利である。つまり伊賀市
では「日本色j を前面に押し出した観光戦略を取っている。
5. 3. 観光の外国語表示
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前節で両都市の観光の目玉とするものに大きな差があることが明らかとなった。そ
れでは、観光客に対する表示には違いがあるのだろうか。
大泉町観光協会によると、 「町に来るのは日本人であり、他国からわざわざ来ると
いうのは見ない」 「外国人は地元のブラジル人」としている。大泉町の主な観光客は
日本人であり、そのため、外国人観光客の統計はなく、そもそも把握出来ていない。
町内の観光情報を掲載したものには『大泉町観光マップ』がある。表面には町全体の
地図と各イベントの開催場所・開催日、西小泉駅周辺の拡大図が記載されており、裏
面には各イベントの説明が書かれている（図 49.）。ほとんどが日本語によって書か
れているが、イベントの説明は、イベント名・開催場所・開催日など、必要最低限の
箇所にポルトガル語と英語の表示がある。
図的．日・葡・英 3言語表示の観光マップ（大泉町）
この外国語標示は、外国人観光客のためというよりは、むしろ外国人住民のための
ものと考えられる。外国人住民のためであれば、外国語表示として最初に、ポルトガル
語表示を記載していることも理解出来る。英語が記載されているが、 3.4.の避難所案
内の例で見たように、大泉町の外国人住民向けの表示に英語が全くないわけでもない
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ので、特に住民向け表示の可能性を否定する理由にはならない。そもそも町が外国人
観光客を意識していないので、外国人観光客向けであるとは考えにくい。
伊賀市は、前節でも述べたように海外からの観光客の呼び込みに積極的である。そ
のため、伊賀上野観光協会では、台湾・韓国・ハワイ・フランスなどを訪問して伊賀
市や忍者のプロモーション活動を行なっている。観光客向けのパンフレットも、英語・
韓国語、中国語（簡体宇と繁体字）のものが存在している（図 50.)
図50.伊賀市の観光パンフレット
また、前節で述べた外国人観光向けのツアー「忍者パック」では、伊賀市内で手裏
剣打体験終了後に 『伊賀流忍術皆伝の書』という 巻物が渡されるが、これは日本語・
英語・中国語（繁体字）の 3言語表示となっている（図51.）。また、伊賀流忍者博
物館のほぼ全ての展示には日本語 ・英語、一部には日本語 ・英語・ 中国語（簡体字と
繁体字） ・韓国語の多言語表示が見られる。伊賀の伝統的な祭り『上野天神祭』に用
いられる 「だん じり 」などを展示するだんじり会館では、 エレベーターやトイレなど
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伊賀上野観光協会による。（図 52.)に ll言語 12表記39の案内のシールが貼つである
三重県が作成したそうである。
地元の外国人住民が観光することについて伊賀上野観光協会は
「外国人住民が観光地で外国語の説明が必要などの声はあまり聞
伊賀流忍者博物館の展示にも、観光パンフレットにも、
「あまり来な
と、
一方、
と答え、いと思う」
かない」 たしかに、
ポルトガル語やスペイン語といった外国人住民の母語によるものはなかった。
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『伊賀流忍術皆伝の書』図51.3言語表示の
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図52.I 1言語 12表示の案内（伊賀市）
5. 4. 街並み
街並みに関しても、両都市は異なっている。
大泉町の中心駅である西小泉駅周辺は、建築物は特にブラジルを感じさせるものが
あるわけではないが、 2章で見たように至る所にボルトガル語表示が見られる。また、
メインの商店街である「グリーンロード商店街」では、街路灯をブラジルの国旗のカ
ラーである緑と黄色のものにしており、この色遣いも文字通りブラジル色を醸し出し
ている（図 53.）。 （株）全国商店街支援センターの報告書40によると、 「大泉町の商
店街は衰退し、 」 「組合を解散した商店街もみられる」としており、大泉町の商業の
厳しさを伝えている。筆者は何度も大泉町を訪れているが、商店街はあまり活気にあ
ふれているとは言えない。しかし、それと同時にこの報告書ではグリーンロード商店
街は「外国人が自ら店舗経営に乗り出し、」 「特色ある商店街を形成している」とも
報告している。同商店街の会員は 54店舗で、うち外国人経営の店舗が 11店舗（2010
年現在）であることを考えると、大泉町の商業は外国人に支えられているところが小
さくないという現状も見えてくる。たしかに、人の出入りがよくあるところを見ると、
外国人経営の店舗であることが多く感じられる。また、店舗（敷地）を借りていると
いう点で考えれば、必ずしも店だけではない。西小泉駅周辺には、筆者が把握してい
るだけでも外国人が運営していると思われる教会が 3ヶ所存在しており、その全てが
40 （株）全国商店街支援センターホームページ
(http:/www. s youtengai-shien. com/mi rai gata/people/pd f/ greenroad. pdf) 
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商店街にある店舗を借りて運営している。駅周辺に限らなければ教会は更に存在する。
教会は観光や商業とは直接は関わらないが、敷地を借りているという意味では、大泉
町の経済に関わっているとは考えられる。
大泉町観光協会の話によると、ブラジル人経営の店は初めの頃はブラジル人だけを
相手に商売をしていたが、最近は日本人を相手にすることもだいぶ増えているという 。
ポルトガル語表示やブラジル人経営の店が多いことを活用して、町が「ブラジル」
をテーマに観光客を呼び込み、それによって更にブラジノレ人経営の店の数が増える。
このサイクルがポルトガル語を用いやすい言語環境を作り出していると考えられる。
図53.ブラジル国旗色の街路灯のあるグリーンロード商店街（大泉町）
伊賀市の中心駅である上野市駅周辺は、メインストリートである「銀座通り」を中
心とした地区が純和風の件まいをしており、街路灯も和をイメージしたものに整備さ
れている（図 54.左）。駅前にも商店街にも忍者を思わせるものが随所にあり（図 54.
右）、うどん屋のメニューに「忍者うどん」があるなど、町全体で「忍者ビジネス」
を展開している。外国人経営の店はメインストリートにあるものはあまり見られず、
一本裏に入ったと ころなどに存在する。
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図54.銀座通りの街灯（左）と忍者を連想させるガードレール（右） （伊賀市）
5. 5. 考察
以上、大泉町と伊賀市の観光の違いについて見てきた。その結果、大泉町は 「ブラ
ジル色j を、伊賀市は「日本色」 を押し出した観光戦略であることが分かった。観光
客に対する表示は、大泉町では日本語がメインであるが、外国人住民向けと思われる
ポルトガル語表示を併記することも見られた。 一方、 伊賀市では、日本語は勿論であ
るが、海外からの観光客の獲得に力を入れているため、英語 ・中国語・韓国語と いっ
た多言語表示に対応 させていることが確認されたが、外国人住民向けのものは確認さ
れなかった。また、街並みも、外国人経営店にも支え られなが ら「ブラジノレタウ ン」
を形成している大泉町と、来日の雰囲気を醸 し出し、随所に「忍者の里」を思わせる 「忍
者ビジネス」を展開している伊賀市とでは大きく異なっていた。そしてこの差異が外
国人住民の言語環境に関わってくる ことが十分に予想されるのである。
2章では大泉町の私的表示におけるポル トガル語表示がし、かに多し、かと い うこと に
ついて述べたが、この大泉町の言語景観の状況に関 して、斎藤 ・志喜屋（2014）におい
て 「この非常に高い私的看板のポル トガル語採用率は、大泉町のブラジル色を全面に
出した観光産業とも関わっていると考えられる。 J と述べた。このよう に町中にあふ
れるポル トガル語表示をうまく活用して「ブラジルタウンJを前面に押し出した観光
戦略であるからこそ、町内ではよりポル トガル語を使用 しやすい環境になっていると
考えらえる。 町で見られる実用的なポル トガル語表示も、町で聞こ えるポルト ガル語
も、観光客にとってみれば異国情緒を感じさせる装飾的・印象的な要素になりうるも
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のであり、それらの存在こそが観光資源であるため、この観光戦略を採るということ
は、事実上町中のポルトガル語を保護することになるためである。また、 『観光マッ
プ』のポルトガル語表示でさえも、外国人住民への情報提供という側面を持つ傍ら、
日本人観光客から見れば、これもまたブラジルを感じさせる装飾的な要素になり得る。
つまり、実用的な表示も装飾的になり得るのである。また、同じく 2章で伊賀市の私
的表示ではポルトガノレ語表示がかなり少ないことも述べたが、これは伊賀市の「日本
色」を押し出した観光戦略とも関わっていると思われる。忍者や松尾芭蕉などが目玉
であるわけなので、日本を感じさせる料理店や商店が並び、街並みを和の雰囲気あふ
れるものにすることはごく自然である。そうなると、町中には日本語の表示が当然多
く、外国語標示はあまり見られないであろう。
このように、観光という側面を見ることによっても、その町の言語環境を窺い知る
ことが可能である。
6. 何語が文字言語においてリンガフラン力になっているか
外国人集住地域である大泉町と伊賀市には、ブラジノレ人は勿論であるが、他にもベ
ノレ一人、イラン人、中国人、フィリピン人、インドネシア人やネパール人など様々な
国籍、様々な母語を持つ外国人住民が存在する。当然 日本人も住んでいる。このよう
な状況の中で、彼らはリンガフランカ（共通言語）としてどのような言語を用いてい
るのだろうか。本章では、言語景観から「文字言語におけるリンガフランカ」につい
て考察する。
リンガフランカとは、本来母語の異なる者同士の対話に使用される言語ついて指す
語である。しかし、言語景観の看板等においても送り手・受け手が存在し、話しこと
ばと同様にそこには書く人と読む人の一種のコミュニケーションが存在する。そこで、
本稿ではリンガフランカという語は言語景観における文字言語についても適用可能で
あると考える。筆者は大泉町と伊賀市において、店頭・店内で使用される文字言語の
実態について調査した。
6. 1. 方法
筆者は 2013年 1月・ 2月・ 5月・ 11月及び 2014年 8月に大泉町、 2012年 10月及び
2013年 8月に伊賀市をそれぞれ訪問し、両都市のある店舗の店頭及び店内における使
用文字言語に関する実態を調査・分析した。
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6. 2. 大泉町
筆者が 2013年 l月・ 2月に大泉町を訪れた際は、まず目についたのが、 3.2.でも紹
介した八百屋の店頭に並んでいたポルトガル語表示である（図 24.）。 日本語は無く
ポルトガル語 l言語のみの表示なのである。経営者は日本人だが、単語レベルのポル
トガル語は習得しているようで、ブラジル人購買客に分かりやすいようにポルトガル
語表示を出しているものと考えられる。外国人比率約 15%であるこの町で、外国人を
購買客として取り込むことは店にとってもメリットは小さくないはずであり、表示に
不慣れな点が確認出来るところに、なんとかしてポルトガル語表示を出そうという努
力が見られる。このように、日本人から外国人（ブラジル人）へ表示される文字言語
として、ポルトガル語が用いられているのである。
また、 2013年 11月に大泉町を訪れた際は、 トルコ人経営の輸入品店でもポルトガ
ノレ語表示を確認することが出来た（図 55.） 。“HORARIODE A TENDIMENTO”とあり
「営業時間」を意味する。 これは、この店の経営者であるトルコ人が、ブラジノレ人の
経営する店に度々出入りをしており、ポルトガノレ語を習得していることが理由のーっ
と考えられる。大泉町において外国人の中でも少数派となるトルコ人は、普段の生活
の場で多数派であるブラジル人に接触する機会が多い。経営者本人がブラジル人の店
に出入りすることもあれば、 トルコ人の店に出入りする客にも一定数のブラジル人が
存在すると考えられる。そのため、自らの店に出入りをするブラジル人客を受け手に
想定したポルトガル語表示が現れたと考えらえる。外国人（ブラジル人以外）から外
国人（ブラジル人）へ表示される文字言語としても、ポノレトガル語が採用されている
状況が大泉町には存在するのである。
図55. トルコ人経営の輸入品店におけるポルトガル語表示（大泉町）
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このように、大泉町ではブラジル人経営者の店はもちろんのこと、日本人経営者や
その他の外国人経営者の店でもポルトガル語表示を容易に観察することが可能である。
これは、ポルトガノレ語が大泉町における一種のリンガフランカとして機能していると
考えられるのではないだろうか。
但し、大泉町の文字言語におけるリンガフランカとして、ポルトガル語のみという
わけでもなさそうである。2014年 8月に大泉町を訪れた際に、ブラジル人以外にもベ
ノレ一人やトルコ人などが参加するイベントが開催されていた。このイベント会場には、
ゴミ箱として大きな段ボール箱（図 56.）が用意されており、そこには捨ててよいも
のが書かれていた。“LATAS”（缶）と“LIXO”（ごみ、くず）はポルトガル語表示であ
る。ここでは、“CAN”、“GOMI”、“PET”の 3語について考える。
まず、“GOMI”は日本語の「ごみ」であることは疑いの余地もないだろう 。次に“CAN”
であるが、その綴りから日本語ではなく英語からではないかと思われるかもしれない。
しかし、日本国内でも英語を意識したわけでなくとも「缶」を“CAN”と表示したもの
が多数あり、どこでも容易に見られる（図 57.）。そのため、“GOMI”と同様に 日本語
由来であると判断することが妥当であろう 。その意味ではこれらをリンガフランカ日
本語のーっと考えることが可能である。
同様に、“PET”に関してだが、日本語では〔ベットボトル」だけでなく「PETボト
ル」という表記もよく見られ、ペットボトル本体には「PETボトルjと表記される（図
58.）。“CAN”や“GOMI”と異なり 2つの表示がないため、日本語なのかポルトガル語
なのか判別が難しい。大泉町のブラジル人住民 2名に確認したところ、“garrafaPET” 
というポルトガル語が話しことばにおいて存在するということなので、これはポルト
ガル語と日本語共に“PET”で通じるということで表示が lつのみになったと考えられ
る。
これらの単語は日本での生活でよく聞くものであり、重松（2012）のいう「デカセギ
語41」のように彼らのポルトガル語の中にも取り入れられている可能性も予想される O
RH氏によると、相手にもよるが「ポルトガル語に“can”や“gomi”を混ぜて用いること
もある」とした。ポルトガル語に混ぜて使用するほどよく聞きよく使う語であるとい
うことは、他の外国人住民もよく聞く語であり、そのためにこれらの語はリンガフラ
ンカとして機能していると考えられる。
41 重松（2012)p.64 
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図56.ポルトガル語表示とリンガフランカ日本語の表示
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図57.缶を“CAN”と表記するゴミ箱（東京都府中市）
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6. 3. 伊賀市
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図58. 「PETボトル」の表示
2012年 10月及び 2013年 8月に伊賀市を訪れたが、伊賀市ではブラジル人が発信者
である表示においてポルトガル語も見られた。また、ポルトガノレ語表示のみでなく日
本語表示も見ることが出来る。図 59.は、伊賀市内のブラジノレ人とタイ人のカップル
が経営する居酒屋で見られた、日本語とポルトガノレ語の 2言語表示である。この店で
の飲み放題のコースに関する内容を説明している。ここにはブラジル人はもちろん、
日本人やタイ人なども訪れている。この日本語表示は、ポルトガル語を解さない日本
人や、タイ人などのポルトガル語話者ではない外国人のための表示であると考えられ
る。その意味でこれはりンガフランカ日本語として機能していると解することが出来
よう。
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図59.外国人による日本語表示が見られる表示（伊賀市）
また、図 60.はロング・今村（2012）でも取り上げられたポルトガル語表示のメニュー
とほぼ同じ内容のものである。牛肉や鶏肉などの料理について載せたものである。こ
のメニューでは、 「タイ」 （魚名） 「カラアゲ」 「ヤク」のみが日本語で表記されて
いる。 「カラアゲ」 「ヤク」に関しては、それぞ、れ“frita”、“assado”の日本語訳として
書かれている。 「ヤク」については動詞の終止形であり、 「カラアゲ」 と並べるには
不釣り合いであるが、ロング・今村（2012）ではこの日本語表示について「伊賀上野在
住のブラジル人やタイ人（の少なくても一部）の住民の間で「ヤク」は活用される動
詞ではなく、名詞として使われているのである 42」と中間言語的特徴について言及し
ている。このメニューは上記 3語以外全てボルトガル語表示であるため、ポルトガル
語を解さない者はこの語とイラストのみが判断材料となる。その意味では、この（中
間言語的な）日本語表示もポルトガル語を解さない日本人や他の外国人に対するリン
ガフランカとして使用している例と考えられる。
42 ロング、今村（2012)p.157
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図60.中間言語的な日本語表示（伊賀市）
6. 4. 考察
以上、両都市の文字言語におけるリンガフランカについて見てきた。文字言語とし
てのりンガフランカの状況は大泉町に関しては図 61、伊賀市に関しては図 62.のよう
に示すことが出来る。白いと日本語、黒いとポルトガル語の使用度が増すイメージを
示している。
日本人
受け手
他の外国人 ブラジル人
???日本人
他の外国人
ブラジル人
図61.大泉町での文字言語におけるリンガフランカ
日本人
受け手
他の外国人 ブラジル人
???日本人
他の外国人
ブラジノレ e人
図62.伊賀市での文字言語におけるリンガフランカ
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表のように、大泉町はブラジル人でなくても、日本人やその他の外国人もポノレトガ
ル語による情報発信を試みているという環境であるため、ブラジル人にとっては日本
語を覚えるというよりもポルトガル語による生活がしやすい言語環境が出来ていると
考えられる。
このような大泉町と比較すると、伊賀市ではポノレトガノレ語話者であるブラジル人な
どの外国人が日本語表示を出そうとしており、 （少なくとも今回の調査では）日本人
によるポルトガル語の使用が見られないという対照的な点が明らかとなった。ブラジ
ル人はポルトガル語話者以外の住民に対しては日本語を身に付けて発信する言語環境
であると考えることが可能である。
7. 何語が音声言語においてリンガフラン力になっているか
6章では、両都市での住民が産出する文字言語におけるリンガフランカには差異が
あることが明らかとなった。それでは、音声言語についても 6章のような結果を導く
ことが出来るのであろうか。大泉町と伊賀市において、筆者は、外国人住民の出入り
の多い「店」と「教会」で参与観察を行ない、そこで使用される音声言語の実態につ
いて調査した。本章では、両都市での住民の話しことばにおけるリンガフランカにつ
いて、参与観察から考察していくことにする。
7. 1. 店内の参与観察
まずは、両都市における「店」で聞かれる音声言語について記述する。筆者は 2013
年 1月・ 2月・ 5月・ 11月及び 2014年 8月に大泉町、 2012年 10月及び 2013年 8月に
伊賀市を訪問し、両都市の飲食店内における使用音声言語に関する参与観察調査を実
施した。その結果、母語の異なる外国人住民が集まる飲食店などにおいて、音声言語
におけるリンガフランカの実態を見ることが出来た。
7. 2. 大泉町
大泉町のとあるブラジル料理店では、ブラジル人男性の経営者及び複数のブラジル
人店員が働いている。筆者はそのレストランに 2013年 1月・ 2月・ 5月・ 11月、 2014
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年 8月の複数回にわたり訪れて通っているが、ここでは少数の日本人客を除き、ほぼ
全ての客がポルトガル語で話していた。筆者の飲食中も店の中では常にポルトガル語
が飛び交っていた。経営者や店員の何人かは日本語を話すことが可能であるため、日
本人客に対しては日本語で対応することが可能である。 日系人の集住地域なので顔つ
きだけでは日本語母語話者なのかポルトガル語母語話者なのかは判断出来ないであろ
うが、筆者が初めてこの店を訪れた際も、初めて目にした顔であることや、日本語を
使用していたというところから判断したのであろうか、すぐに日本語で対応した。そ
れでは、ポルトガル語を話しているその他の飲食客は全てブラジル人なのかと 言 うと、
それはまた違う 。経営者の話によると、来店客はやはりブラジル人が多いが、他にも
ベルー・ボリビア・アルゼンチン・イラン・トルコなどといったポルトガル語を母語
としない多くの他の外国人も頻繁に飲食客として来店しているということである。そ
して、注目すべき点は、その際に使用される言語は日本語でも英語でもなく、ポルト
ガル語であるということである。ペルーなどのスペイン語話者が言語的に近縁に当た
るポルトガル語を自然習得したということはある程度想像出来ることであるが、ベル
シア語やトノレコ語といった、より 言語的に遠い言語の話者までがポルトガル語を習得
しているということは大変興味深い。
また、 2014年 1月に大泉町を訪れた際には、西小泉駅付近にある 日本人の経営する
八百屋にブラジル人の客が買い物にやってきている光景を見た。そこでは、日本人女
性がブラジル人女性の購買客に対して片言のポノレトガル語を日本語の中に混ぜて用い
ながら、世間話や商品の説明などの会話をしていた。
同じく 2014年 1月、西小泉駅より国道 354号線を西に進んだところにあるリサイク
ルショップを訪れた。この店の前に立っていた外国人住民はポルトガル語で会話をし
ていた。この店の店員である女性は、日系アルゼンチン人であるが、彼女の話による
と、大泉町で自然とポルトガル語を覚えたということである。その言葉通り、やって
来た外国人客にポルトガル語で対応をしていた。
このように、大泉町の店内では、 6章において確認された文字言語のみならず、音
声言語においてもリンガフランカとして主にポルトガノレ語が用いられるということを
窺い知ることが出来た。
7. 3. 伊賀市
一方、伊賀市の場合はどうであろうか。伊賀市内にあるブラジル人経営のとある居
酒屋は、ブラジル人男性がタイ人女性のパートナーと共に経営している。二人の問で
は、共通言語としてポルトガル語でもタイ語でもなく、また英語でもなく日本語が使
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用されていた。この居酒屋にはブラジル人が多く訪れるものの、タイ人や日本人など
もやってくる。この居酒屋には 2012年 10月及び 2013年 8月に複数回訪れたが、ブラ
ジル人経営者はブラジル人が飲食に訪れた場合はポルトガル語を用いて対応し、タイ
人などそれ以外の場合は全て日本語で対応していた。パートナーであるタイ人女性は
相手がタイ人の場合はタイ語、それ以外は日本語を用いていた。2012年 10月に訪れ
た際は、住民ではないものの、アメリカ人・中国人・インドネシア人も訪れた。その
際においても、ブラジル人経営者及びタイ人パートナーはアメリカ人に対しても、中
国人に対しても、インドネシア人に対しても常に日本語を用いて会話をしていた。
また、同じく 2012年 10月に、伊賀市にある日本人が経営する多国籍料理店に訪れ
た際は、日本・ベルー・中国・インドネシアといった多国籍の飲食客が訪れたが、そ
こでも全員が日本語を使用して会話をしていた。 日本人が会話に入っている時は勿論
のこと、ベル一人と中国人、中国人とインドネシア人といったように、聞に日本人が
一切入っていない場合でも同じように日本語を使用し、お互いの母語や、英語やポル
トガル語といった言語を使用するということは一切見られなかった。
このように、伊賀市では、やはり 6章の文字言語の場合と同様、音声言語において
も大泉町とは異なり、リンガフランカとして日本語の存在が確認された。
7. 4. 考察
以上、大泉町の店内ではポルトガル語、伊賀市の店内では日本語の使用が優勢であ
ることが窺える。筆者の参与観察から、大泉町のブラジル料理店、伊賀市の居酒屋の
リンガフランカの使用状況を図にしたものが図 63.である。尚、図はロング・今村
(2013a）を参考にした。
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図63.大泉町と伊賀市の店内での使用言語
筆者が確認していない組み合わせではどの言語によって会話がされるのかは図には
記さなかったが、少なくとも、どちらも同じように多くの母語が異なる者が絡み合っ
ていても、リンガフランカとしてポルトガル語が優勢か、日本語が優勢かということ
は一目で分かる。
但し、大泉町のポルトガル語にも、単語レベルでは日本語が臨時借用語としてポル
トガル語の中に採用されており、ブラジノレ人同士の会話でもそのような日本語は確認
された。西小泉駅より少し南に下ったあたりにあるブラジノレ人が経営する食品店では、
ブラジル人同士のポルトガル語会話の中に「大丈夫」と「だいたいJという語が臨時
借用されていることを確認した。これは 6.2.でも触れた重松（2012）で「デカセギ語」
の例として考えられ、 「大丈夫」に関しては「デカセギ語」として紹介されている一
覧にも存在する。
7. 5. 教会の参与観察
次に、両都市での「教会」について記す。 3.7.でも述べたように、中南米出身者の
多い外国人集住地域には、教会が存在していることが多い。そしてこのような場所に
ある教会は、中南米出身者に限らずそこに住む外国人住民（あるいは日本人住民も）
の交流や情報交換の場としても機能している。筆者は 2013年 2月・ 5月及び 2014年 8
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月に大泉町、 2012年 10月に伊賀市を訪問し、両都市の教会の礼拝及びミサに参加し、
教会内における使用言語に関する参与観察調査を実施した。
7. 6. 大泉町
2013年 2月初旬、大泉町内で知り合った 60代ブラジノレ人女性の誘いで、とある教
会の礼拝に参加した。礼拝の参加者の多くはブラジル人であるが、 他にもスペイン語
圏の南米人や、キリスト教に改宗したというトルコ人も参加していた。このトルコ人
男性は、 l年でポルトガル語が話せるようになったようで、ブラジル人女性と結婚し
ていた。夫婦で交わされる言語はポルトガル語であった。牧師を始め参加者たちは筆
者を温かく迎えてくれ、日本語で話しかけてくれ、礼拝中は 20代ブラジル人男性が筆
者の隣で日本語通訳を担当してくれた。しかし、筆者に話しかけた場合以外は牧師の
話も礼拝前後の雑談も皆が全てポルトガル語で話していた。スペイン語母一語話者も、
トルコ語母語話者もポノレトガル語を習得しているという状況である。筆者に話 しかけ
る際も、皆が日本語を流暢に操れるわけではなく、片言の日本語の者もいた。尚、教
会内のお知らせ等も全てポルトガル語であった。この教会には以降 2013年 2月下旬・
5月・ 2014年 8月にも訪れたが、いずれも筆者に話しかける場合以外はどの参加者も
基本的にポルトガル語のみを使用していた。
大泉町においては、教会内でもポルトガル語をリンガフランカとして使用する環境
が形成されているのである。
7. 7. 伊賀市
一方、伊賀市はどうであろうか。筆者は、 2012年 10月に伊賀市内のとある教会の
ミサに参加した。参加者は、ブラジル人・ベル一人・フィリピン人・そして日本人な
どであった。神父は日系アメリ手人で、当日の説教は英語によるものであったが、週
によってスペイン語、ポルトガノレ語、英語、日本語で行われるそうである。参加者は
同じ母語同士の場合を除いては、基本的にはポルトガル語や英語ではなく、主に日本
語を用いて雑談などをしていた。初めて参加した筆者を温かく迎えてくれ、参加者は
皆日本語で話しかけてくれた。尚、教会内のお知らせ等は日本語・英語・ポルトガル
語など多言語によるものが確認された。
伊賀市では、教会内においても外国人同士の共通言語であるリンガフランカとして、
日本語が使用される環境になっているといえるのである。
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7. 8. 考察
以上、店内場合と同じように、大泉町の教会ではポルトガル語、伊賀市の教会では
日本語の使用が優勢であることが確認された。7.4.のように、今回の教会での参与観
察の結果を図に示したものが図 64.である。
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図64.大泉町と伊賀市の教会での使用言語
大泉町のトルコ人と筆者は英語を使用したことになっているが、お互いに英語で挨
拶を交わした程度で、その意味では彼がどれほど英語を使用出来るかは定かではない。
但し、筆者との挨拶に日本語を使用しなかったことから、少なくとも当時は日本語を
あまり話せなかったということは想像に難くない。その反面ポルトガル語は会話可能
なレベルに達しているという点が、大泉町におけるポルトガル語の「強さ」を感じさ
せる。
伊賀市においては、ブラジル人とベル一人のポノレトガル語、ベノレ一人同士のスペイ
ン語、アメリカ人とフィリピン人の英語という場合以外は、筆者の確認した限りでは
全て日本語であった。大泉町とは異なり、それぞれの外国人住民に日本語を使用する
場面があったことになる。
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また、 7.4.と同様、大泉町の牧師の礼拝中のポルトガル語による話の中にも「仕事」
「会社」 「社長」 「出稼ぎ」 「まあまあJ 「勿体無い」 「大丈夫」といった臨時借用
語が見られた。重松（2012）で「デカセギ語」として紹介されているものもあり、在日
ブラジル人にとって日本での使用頻度が高いもの、あるいはポルトガル語で言うより
も簡潔に表現出来るものが彼らのポルトガル語に取り入れられていると考えられる。
8. 終章
8. 1. 総合的考察
それぞれの都市では、種類の異なる多文化共生の姿が見えてきた。
2章及び 3章では、大泉町と伊賀市の言語環境のーっとして言語景観について考察
した。定量的な観点からは、大泉町が他の外国人集住都市と 比較してもポル トガノレ語
表示が多いこと、またそのポルトガル語表示は他の外国語と併記されずに外国語とし
てはポルトガル語のみで表記される傾向が非常に強いことが明らかとなった。伊賀市
については大泉町と対照的にポルトガル語表示が多くないこと、ポルトガル語は他の
言語と併記されて現れることがほぼ全てであることが分かった。定性的な観点からは、
大泉町のポルトガノレ語表示は表示数のみでなく、その送 り手や機能といった点からも
多様であり、多様であるが故にブラジル人のみを意識した禁止表示や訳の意味のずれ
により不快に取られかねない表示なども存在することが確認された。
4章では、言語環境のーっとして、多言語サービスを取り上げた。自治体だけでな
く、当事者である外国人住民の話も交えて、大泉町と伊賀市の多言語サービスについ
て記した。その結果、言語景観同様に大泉町の方がポル トガル語重視傾向、伊賀市は
多言語並行傾向が見られるものの、本稿の対象であるブラジル人からすれば、どちら
も充実したサービスが受けられ、住民であるブラジノレ人も自治体の多言語サービスに
ついては大方満足しているという意見であった。その結果、「ブラジル人の言語環境」
としての多言語サービスを考えた場合、両都市でさほど大きな差はないことが明らか
となった。
5章では、言語環境の要素のーっとして両都市の観光について考察した。 その結果、
大泉町では町内に住む多くのブラジル人、あるいは彼らの経営する店舗を活かしたブ
ラジノレ色を押し出した観光戦略、伊賀市は古くから忍者の里として知られることから、
自治体も商店も地域全体が忍者をメインとした日本色を押し出した観光戦略であると
いう観光戦略の差が判明した。大泉町がブラジノレ色を出ナ観光戦略を採るというこ と
は、町中でのポルトガル語使用が事実上保護されることにな り、これによ りブラ ジノレ
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人にとってよりポルトガル語を使用しやすい言語環境を作り出していることを明らか
にしfこ。
文字言語と音声言語という 二つの観点、に分けて、大泉町と伊賀
市のリンガフランカの実態について考えた。その結果、大泉町ではポルトガノレ語、伊
賀市では日本語がりンガフランカとして機能していることを示すことが出来た。伊賀
市については、ロング（2011）がリンガフランカとしての日本語の存在を指摘しており、
本稿ではその存在の再確認をしたということになる。また、大泉町におけるリンガフ
ランカとしてのポルトガノレ語を明らかにした点は本稿の意義のーっと言える。
6章及び 7章では、
表にま以上のことから、本稿で明らかにした大泉町と伊賀市の言語環境について、
とめると以下のようになる （表 5.) 
伊賀市大泉町
ポルトガル語
（日本語・英語）
日本語
2三きき五仁コ ロ
1.公的表示で目立つ言語
(2.2.1.) 
2.公的表示に多い言語組み合
(2.2.2.) 
3.公的な単言語表示に多い言
わせ
確認出来ず
(2.2.2.) 
4.公的な多言語表示に多い外
(2.2.2.) 
? ??＝???
英語・ポルトガル語・スベ
イン言吾国語
（英語）
装飾的英語
l舌 誌にコロ口
装飾的
?
?
?
???
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
???
…
?
?
??
…
?
?
? ? ?
??
…
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
5.私的表示に多い言語組み合
(2.2.3.) 
6.店名・商品名で目立つ言語
(2.2.5.) 
わせ
日本語7.実用的な私的表示で目立つ
三き三五
にコロ口 ( 3 .2.) 
8.私的な単言語表示（外国人作 ~＇.Lf: "1ト支よほ長スベイせiそJ,1L化言号、
日本語・英語・スペイン語・
ポルトガル語
ポルトガル語確認されず
0!ノトト友ょと務長引 ポルトガル語確認されず
成者）
9.私的な多言語表示（外国人作
成者） ( 3. 7.) 
10.私的な単言語表示
作成者） (3 .2.) 
11.私的な多言語表示
作成者） (3 .2.) 
(3 .2.) 
（日本人
（日本人
確認出来ず
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( 3 .5.) 12.公的注意喚起
13.公的禁止表示 ( 3 .5 .) 
14.不快に感じさせる表示
( 3 .5 . )
15.私的な単言語禁止表示
( 3 .5.) 
16.相談窓口 ( 4.) 
17.翻訳された配布物 ( 4.) 
18.自治体のホームページ
19.観光戦略 ( 5 .2.) 
( 4.) 
20.観光の外国語表示 ( 5 .3.) 
21.街並み (5.4.) 
設と杭トググ顎
議！広巴椛 説、
ン舌五ロ口
一一一一i.~ ！..f;~f ガノレ語
スベイ
スベイ
日本語・ポルトガル語・中
国語
確認出来ず
確認出来ず
ポルトガル語、スペイン語、
中国語
ポルトガノレ語、スペイン語、
中国語、 英語
日本語、 ポル トガノレ語、 ス
ベイン語、 中国語
日本色
英三五ロ口、 中国語、 韓国語
。日本風
表5.大泉町と伊賀市の言語環境の比較一覧
表に挙げた 21の項目のうち、大泉町と伊賀市の言語環境の違いに直接影響していな
いと思われる項目はわずか 1項 目のみであり、他の 20項目は言語環境の差異に影響し
ている。
大泉町はこの結果より、
多言語並行型環境」
「ポルトガル語重視型環境」
であると言える。
であり、 伊賀市は 「日本語・
また、本稿で明らかにした大泉町と伊賀市の言語使用についてまとめると、 以下の
ようになる （表 6.)。
大泉町 伊賀市
22.書きことばのリンガフラン え：，i;·~トガJG謡、 日本語 日本語
カ（ブラジル人件日本人）
( 6.) 
23.書きことばのリンガフラン ぽ？長工瓦広録、 日本語 日本語
カ（ブラジル人件他の外国
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人） ( 6.) 
24.店内の話しことば（ブラジ !>tfi~円切言~"'Tfot言行 日本語
ル人件日本人） ( 7 .) 混交） r 
25.店内の話しことば（プラジ ポノレトガル語 日本語
ル人件他の外国人） ( 7.) 
26.街中の話しことば（日本人 日本語 日本語
件その他の外国人） ( 7.) 
27.教会の話しことば（ブラジ 日本語 日本語
ル人件 日本人） ( 7 .)
28.教会の話しことば（ブラジ ；京Jレ下ヲ•；ぶ言語 日本語
ル人件他の外国人） ( 7 .) 
29.外国人同士の夫婦（パート 1ポルトガル語 日本語
ナー）間の話しことば（7.) 
表6.大泉町と伊賀市の言語使用の比較一覧
言語使用においては、 8項目のうち特に差がないものは 2項目のみで、 残りの 6項
目においては両都市で大きく異なる。大泉町がりンガフランカポルトガル語によるコ
ミュニティを築いているのに対し、伊賀市はリンガフランカ日本語コミュニティを作
り上げていることは表からも一目瞭然である。
このように、同じ外国人集住都市の中でも、大泉町と伊賀市はこれだけ外国人住民
の言語環境が異なるものであり、その結果、彼らの＝言語使用も大きく異なっていると
いうことが本稿によって明らかとなった。大泉町の 「ポルトガノレ語重視型環境」 とし、
う言語環境によって 「リンガフランカポノレトガル語コミュニティ」が発生 し、伊賀市
の 「日本語・多言語並行型環境」
ミュニテ ィ」
という 言語環境によって
（図 65.)を生み出されたのである
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「リンガフランカ日本語コ
図65.大泉町（左）と伊賀市（右）の言語環境とコミュニティ
8. 2. 展望と課題
以上、言語環境と言語使用の関連について述べた。本稿では大泉町と伊賀市の 2都
市のみで実施したため、他の外国人集住地域の言語環境も調査する ことにより、外国
人住民の日本語習得との関連についてより詳細が明らかになると思われる。ブラジル
人の集住地域だけでなく、他の外国人の集住コミュニティの言語環境と言語使用につ
いても興味深い。また、外国人集住地域のみならず、東北地方の農村部などで見られ
る「外国人散在地域」 （内海（2009）など）における言語環境との比較なども視野に入
れることも必要であると考える。外国人集住地域は本稿でも述べたように、言語環境
の一つである多言語サービスが充実している。じかし、外国人散在地域については不
十分な地域も多いのではないだろうか。そのような差が、また違った言語環境を生みも
出し、外国人住民の言語使用に影響を与えるのである。
今回の調査で外国人集住都市を訪問した際、明 らかに若者も方言を話す地域におい
て、市役所・町役場で外国人住民の方言について話を聞くと、 「方言で困ったという
話は聞かない」 「うちの方言は標準語みたいなもの」という声が多かった。外国人住
民の中には方言的特徴を持った日本語を話す者もいるが、方言はおろか日本語をほと
んど話せない者もおり、外国人住民にとって方言の問題がないとは思えない。方言も
彼らの日本語における言語環境のーっと言えるであろう。本稿では触れることが出来
なかったが、機会を改めて考察したい。
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